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西暦

茜は最も古い
赤色染料。日
本茜の四葉茜
で、中国・朝
鮮・日本の山
野に自生。語
源は赤根とさ
れ、その根を
染料として用
いる。少し黄
味の赤、つま
り緋を染め
た。

黒土の中に布
を浸す原始的
染色。

黄土、人類最
古の天然顔料
の一つ。水酸
化鉄の含有量
によって薄い
黄から茶色ま
でさまざまな
色調。染色物
にも使用。

顔料や塗料と
して用いる青
土産出。

露草の花を白
衣に摺り付け
る原始的染
色。藍の普及
後には藍で染
め出されるよ
うになるが、鴨
頭草（月草）と
いう色名は
残った。

紫根を使用。

6世紀以前、
日本には青の
顔料は存在せ
ずとの定説。

天皇 元号

朱、中国では南の方向を表す
朱雀、夏の季節の朱夏を象
徴する色。呪いの色、権威の
象徴として、殷の時代から寺
院・建物・絵画の彩色、印肉
や漆器の色料として用いられ
た。朱は水銀の硫化物のこ
と。天然の原鉱は朱砂・真朱
と呼んだ。中国辰州産のもの
が有名で、辰砂と呼ばれた。
日本では、陶磁器で赤色釉薬
あるいはその系統の色も辰砂
と呼ぶが、別の物。天然朱は
高価のため、一般には人造朱
（銀朱）が使用された。良質の
ものを光明砂、普通のものを
丹砂と呼んだ。



古代中国、黄
や赤が正色。

紺、古代中国
の文献に多
出。赤味のあ
る濃い青。日
本の紺は、古
代中国の紺の
名称と色調が
そのまま伝来
したもの。

◇B.C.16c、
フェニキアで、
地中海の貝か
ら採れる黄色
の液が太陽の
光で緑から緋
紫に変わる染
料開発。2千
個の貝から1g
という貴重さと
難しい製造技
術。王族のみ
が着用。帝王
紫と呼ばれ
た。

◇B.C.550～
ペルシア領土
拡大。紫がシ
ルクロードを
通じて東周・
春秋時代の中
国に高貴な色
として伝わる。
「紫宸殿」「紫
禁城」の呼称
に。（古代中
国では黄や赤
が正色。）
中国の都、海
から遠く貝の
入手困難。紫
草を使用。

前漢時代 『論語・陽貨篇』

紫
「紫ノ朱ヲ奪ウ
ヲ悪ム」
古代中国の紫
は赤味。

100
◇『説文解字』
許慎

紺
「紺、帛ノ深青
ニシテ赤色ヲ
揚グ」



2c
◇『釋名』
劉熙

紺
「紺、含也、青
ニシテ赤色ヲ
含ム」

3c
◇『山海経』
（秦・前漢）

古代中国の宝
石、青碧の記
述。

280頃？
『魏志倭人伝』
陳寿

「真珠・青玉を
出す。その山
には丹あり」

◇『後漢書・西
域傳』
范曄

古代中国の宝
石、青碧の記
述。

著作権者：　岩崎純一



西暦

全般

赤から黄に
至る色に、大
いに燃える火
を意味する
「赤」を当て
た。古来呪術
的な意味の
色。

琥珀、装飾・
装身具・香料
などに使用、
「くはく」「あか
だま」と呼ん
で珍重。地質
時代の樹脂
などが化石
になったも
の。

刈安染、堅牢
性もあり、黄
染の最も代
表的な染料。

青土は「青
丹」と書かれ
た。仏教伝来
以後に大陸
から岩緑青
（孔雀石・マ
ラカイト）伝わ
る。これも「あ
おに」と呼ん
でいたらしい
が、青土と岩
絵具の緑青
とを呼び分け
るようになっ
た。枕言葉の
「青丹」は、緑
釉や緑青、丹
朱で彩られた
宮殿や寺院
の緑色と朱
色を意味す
る。

露草以後、青
系はほとんど
藍染。青でも
緑でもない色
には「碧」が
当てられ、
「あお」とも
「みどり」とも
呼んだ。

上古代、藍は
青い染料の
名前にとどま
らず、染料一
般の代名詞
であり、紅も
呉の染料とい
う意味の「呉
藍・くれない」
である。

無彩色、鈍
色・橡・薄墨
などと呼ば
れ、喪の色と
しての使用。

天皇 元号



鉛丹、丹砂
（丹・朱）に次
いで愛用さ
れ、朱の代用
として建造物
や舟や器物
の塗装など
に用いられ
た。黄丹とも
言う。皇太子
の袍の色。

赭（そほ）・赭
土（そほに）・
埴（赤土・は
に）・埴生（は
にふ）、顔料・
化粧料に使
用。中国で
は、代州（現・
山西省）に優
良な赭土が
産出、代州赭
土を略して代
赭と呼んだ。
紫土は、これ
よりも赤褐色
味。赤土系の
顔料は、水分
の含有量が
多いと黄褐
色、少ないと
赤褐色にな
る。有史以
前、これらの
色が赤系の
代表色。

密陀僧・金密
陀（気味）・銀
密陀（白味）・
鉛丹（赤味）
の色は、一酸
化鉛の酸化
状態によって
決まる。壁画
などに使わ
れたが、耐光
性が悪く、熱
にあうとすぐ
に溶け、有毒
なので、絵具
としての価値
は失われた。

緑青、孔雀石
（マラカイト）
の粉末から
作った緑色
の岩絵具。建
築物の彩色
や絵画に使
用。緑青を細
かい粉末に
すると白っぽ
く見える。そ
のパステル
調の緑色を
白緑青・白緑
（色名として
は奈良時代
に初出）と言
う。染色には
登場しない。
仏画などの
着彩に使用。

桃色、上代に
桃染の衣を
衛士（兵士）
が着たという
記録あり。梅
の木染による
桃染や桃花
褐（つきそめ）
のやや褐色
味の色。唐代
の詩では、桃
の花は当時
の人達が最
も愛好した
花。

葡萄色、山葡
萄の古名で
ある葡萄葛
の果実のよう
な色。果実の
汁による摺
染。

桑色、上代に
は、桑の根や
樹皮と灰汁で
染めたくすん
だ黄褐色と、
桑の実の濃
い紫色の両
方に用いた。

白梅を中心
に梅が輸入さ
れる。

岩群青伝来。藍銅鉱（アズ
ライト）から作った岩絵具
で、貴重な青色。孔雀石と
混じって採れるため、精製
が難しい。紺青・金青は、紫
味の青。瑠璃（ラピスラズ
リ）を原料とする青色顔料ウ
ルトラマリンも群青と呼ばれ
た。ラピスラズリが希少のた
め、アズライトから代用の群
青を作るようになる。群青色
は、尊重の対象、如来像の
一部などに彩色されるの
み。群青を細かい粉末にす
ると、表面が白っぽく見え
る。その色を白群青・白群
（色名としては現代に初出）
と言う。瑠璃は仏教でいう七
宝の一つで、古代インド・中
国で珍重した青色の宝石。
瑠璃は、西洋の顔料・ウルト
ラマリンの原鉱石ラピスラズ
リをも意味するようになり、
六朝時代以降は、瑠璃のよ
うな青ガラスの色も言う。瑠
璃もウルトラマリンも高価な
顔料で、仏教美術・キリスト
教美術のどちらにおいても、
高貴で神聖なものを描く絵
具として扱われた。



真赭・真朱、
赭・朱に対し
て、天然の
朱・辰砂の意
味で用いられ
た。

590
591
592
593
594
595
596
597
598
599
600
601
602

603 冠位十二階制
赤（礼3・大
小）

黄（信4・大
小）

青（仁2・大
小）

紫（徳1・大
小）

白（義5・大
小）・黒（智6・
大小）

604
605
606
607
608
609
610
611
612
613
614
615
616
617
618
619
620
621
622
623
624
625

聖徳太子推古

崇峻



626
627
628
629
630
631
632
633
634
635
636
637
638
639
640
641
642
643
644
645
646

647
冠位十三階制
（『日本書紀』）

真緋（錦4・大
小）

緑（黒6・大
小）

紺（青5・大
小）

深紫（こき・こ
きいろ）（織1・
繍2・大小）、
浅紫（紫3・大
小）

黒（建武）

648

649 冠位十九階制
緋（花4・大
小）

緑（乙6・大
小）

紺（山5・大
小）

深紫（織1・繍
2・大小）、浅
紫（紫3・大
小）

黒（立身）

650
651
652
653
654
655
656
657
658
659
660
661
662
663

舒明

孝徳 大化

白雉

推古

斉明

皇極

天智



664 冠位二十六階制
深緋（錦4・大
小）

緑（乙6・大
小）

紺（山5・大
小）

深紫（織1・縫
2・大小）、浅
紫（紫3・大
小）

黒（建武）

665
666
667
668
669
670
671

672

皀（くり）色、
栗による染色
か。栗の木は
皮膚病に効く
と言われ、天
武天皇がこ
の色を着用
か。

673
674
675
676
677
678
679
680
681
682
683
684

685 諸臣四十八階制

朱華（親王明
1・諸王浄2）
、「浄位より
巳上は、朱華
を着る。」（日
本書紀）

深緑（勤5）、
浅緑（務6）

深紫（正3）、
浅紫（直4）
正位は深紫、
直位は浅紫」
（日本書紀）

深葡萄（追
7）、浅葡萄
（進8）

紅花、日本の
文献上初出。

白雉

朱鳥

天武

天智

白鳳
弘文



686
朱華、鉛丹の
別名として服
制に現れる。

皀色、持統天
皇により奴婢
の色とされ
る。これによ
り、皮膚病予
防には茜染
の肌着を使
用、皀色の肌
着が取って代
わられる。

687
688
689

690
改定諸臣四十八
階制

朱華（親王明
1）、緋（直4）
赤色と黄色
の二つの色
素を持つ紅
花のみで染
色か。

深緑（勤5）、
浅緑（務6）

深縹（追7）、
浅縹（進8）

黒紫（こきむ
らさき）・赤紫
（うすむらさ
き）（諸王浄
2）、赤紫（正
3）

691
692
693
694
695
696
697
698
699
700

701
『大宝律令』
諸臣三十階制

深緋・浅緋
（直4）
「直冠上四階
深緋。下四階
浅緋」（茜染
による。）

深緑（勤5）、
浅緑（務6）

深縹（追7）、
浅縹（進8）

黒紫（親王明
1）、黒紫・赤
紫（諸王浄
2）、黒紫・赤
紫（正3）

文武

大宝

朱鳥

持統



『大宝令・衣服
令』

黄丹初出。支
子が使用さ
れるが、色名
としてはま
だ。もと鉛丹
を指す。紅花
の黄色の色
素は堅牢度
が弱いため、
黄色素を取り
除いて、紅花
の赤色素と
支子などの
黄色素で染
色されるよう
になり、色名
も朱華から黄
丹になった
か。朱華は、
郁李（にわう
め）の花弁の
薄い紅色との
説もあり。

桑（くわそ
め）。桑の根
や樹皮と灰
汁で染めたく
すんだ黄褐
色。

「桃染の衫」

白、天皇の袍
色で、神事に
関係のある
神聖な色。

702
703
704
705
706
707
708
709

著作権者：　岩崎純一

和銅
元明

文武

大宝



西暦

全般
葡萄染、紫と
同じく紫根染
に移行。

橡、クリ・ナ
ラ・クヌギ・カ
シなどの総
称。鉄媒染し
た橡染を単
に橡、灰汁媒
染した橡染を
黄橡と言っ
た。染紙につ
いては、上代
においても、
黄橡も単に
橡と呼び。黄
褐色と赤褐
色の木蘭の
うち、前者を
黄橡と呼ん
だ。柴（ふし）
染は、栗・
楢・樫・櫟な
どのタンニン
物質を含ん
だ樹皮や柴
木（しばき）を
染料とした黒
褐色や黒系
の染色の総
称。柴色は、
黄色と橡色
の間の色。

黄蘗、写経
や戸籍簿に
用いた紙黄
蘗紙に使用。

緑、『万葉
集』やのちの
『延喜式』の
中にも登場
するが、上代
はアオ、平安
時代以降は
木の芽や若
葉の色の萌
黄などを使
用したため、
あまり登場し
ない。

青碧、服色に
使用される
が、中国から
の玉石に由
来か。青と碧
はともに青緑
系を指してい
るので、青緑
色に用いたと
思われる。た
だし、僧尼の
衣色として許
されており、
地味な青緑
色か。

紫、日本では
紫根の単一
染の青味の
強い紫。『延
喜縫殿式』で
は深紫と浅
紫の二級に
分類。中紫
の記載はな
いが、普通紫
と言えば中
紫を指す。古
代中国の紫
は、赤色の
下染に紫を
上掛けした、
朱に紛らわし
い赤紫。

桃染、中国
伝来の高価
な紅花染で
あるとする
と、最下級の
多人数の制
服に用いら
れたことに合
致せず。ま
た、日本の文
献上の紅花
の初出は、
『天智紀』以
後。上代の
桃染の染料
は紅花以
外、梅の木な
どか。

胡粉、白色
顔料に用い
る。鉛白も胡
粉と呼んだ。
胡の字は、
海外渡来の
材料であるこ
とを示す。

【色彩歓喜の時
代】

臙脂、紅花に
よる色素を正
臙脂、インド・
ビルマに成
育するラッ
ク・カイガラ
虫による色
素を生臙脂と
言う。

涅色、雑木
の煎汁で染
色。

比佐宜染・久
木染。赤芽
槲（あかめが
しわ）、古名
を久木・楸
（ひさぎ）と言
う。その葉で
染め、灰汁
媒染した黄

『万葉集』時
代、水色系
統は水縹（み
はなだ）と
言った。

葡萄染登
場。果実の
汁による摺
染。

白土、法隆
寺金堂の壁
画の素地に
上塗され、白
色顔料として
も使用。

天皇 元号



赤銅（金を3
～5％、銀を
1％程度加え
た我が国特
有の銅合
金）、工芸品
や銅像に使
用。銅（あか
がね）色とは
異なる。

胡桃色・胡桃
染、奈良・平
安時代は衣
の染色には
用いられず。

波自色（はじ
いろ）・深波
自（ふかきは
じ）。平安時
代には「櫨
色」と表記。

紅花、化粧
料としての使
用始まる。

墨染、忌中
の服色や遁
世僧の僧衣
の色。墨は
松根や菜種
油を燃やして
できた良質
の煤をにか
わで練って香
料などを加え
て固めたも
の。唐墨（松
煙墨）と和墨
（油煙墨）が
ある。

『律令制』や
『延喜式・縫
殿寮』では、
蘇芳自体が
貴重な舶来
品であり、灰
汁媒染によ
る蘇芳染は
紫気味の色
で、格式の高
い位色になっ
ている。後世
には明礬を
媒染剤とする
蘇芳染の赤
い色は、古代
の蘇芳と区
別して赤蘇
芳と呼ぶ。

榛は橡ととも
に古くから染
色に用いら
れ、榛の実
の熟したもの
を蒸し焼きに
して黒灰を作
り、膠汁を加
えて摺染に
よって黒色を
染めたが、後
に煎汁に鉄
媒染による
黒褐色（また
は灰汁媒染
による黄褐
色）を染める
ようになっ
た。



緋（あけ）は、
本来茜染の
灰汁媒染に
よるが、染法
が大変難し
く、後に紅花
などによる茜
の代用染が
行われ、緋
色と呼ばれ
るようになっ
た。緋色は、
支子などの
黄染の上に
紅染をかけ
て染め出し
た、かなり冴
えた黄味の
赤色。

海松、緑藻
類ミル科の
海藻。『万葉
集』や『風土
記』に登場。

朱色、色名と
して初出。

宍色初出。
日本人の肌
色は薄い黄
赤系（ピンク
肌）と黄みの
橙系（オーク
ル肌）に二分
され、前者が
宍色。

染色での「赤
色」、黄櫨の
下染めに茜
を灰汁媒染
で混ぜたも
ので、禁色。
臣下は使用
できず。

奈良
710
711

和銅元明



712
『古事記』
稗田阿礼・太安
万侶

赤色
「又宇陀の墨
坂神に赤色
の楯矛を祭
り、又大坂神
に墨色の楯
矛を祭り」
（中）

伊邪那岐命
が桃の子
（み）を投げ
つけて黄泉
の国の雷神
を退散させる
との記述。こ
の桃の子は
楊梅との説
あり。

「そにどりの
青き御衣」
八千矛の神
（大国主命）
一説に、「み
どり」は「そに
どり」の転。

丹色
「物部の我が
夫子が取り
佩る太刀の
手上に丹画
き著け」
（下・歌謡）

713
714
715
716
717

718
『養老令・衣服令
（えぶくれい）』
諸臣三十階制

深緋（四
位）、浅緋
（五位）

（百姓・無官
の者は黄と
黒に限定）

深緑（六
位）、浅緑
（七位）

深縹（八
位）、浅縹
（大初位・少
初位）

黒紫（四品以
上）、黒紫
（諸王一
位）、赤紫
（諸王二～五
位）、黒紫
（一位）、赤

「桃染の衫」

同上
黄丹、皇太
子の色。

白、天子の
色。「しろき」
と読む。練絹
の色を指す。
現在も、天皇
の式服は白
か黄櫨染。
墨、家人奴
婢の衣・僧侶
の常服の

霊亀

養老

和銅元明

元正



『養老令・僧尼
令』

「僧尼ハ木
蘭。青碧。皀
（くり）。黄及
壊色等ノ衣ヲ
著ルコトヲ聴
セ」
木蘭色、僧
侶の袈裟の
色だが、詳細
は分かって
いない色。

719

720
『日本書紀・天智
紀』

「桃染布」

『日本書紀』

深縹・浅縹
「務の八級に
は浅（うすき）
緑、追の八
級には深縹、
進の八級に
は浅縹」

『日本書紀・孝徳
天皇大化二年の
条』

宍
「衣衿（えも
の）は以て宍
を朽すに足る
ばかり」

『日本書紀・孝徳
天皇大化三年の
条』

紺初出。（服
色）

721
722
723
724 『正倉院文書』 「中塗料黄 「近江刈安」
725
726
727
728

729

胡桃色、写
経用の染紙
に用いられた
胡桃染が初
出。（天平）

上質の岩群
青の顔料、
天平以降、
ほとんど大陸
からの輸入

鉛白、天平
時代以降に
将来。最古
の絵画用・塗
装用に使用。

730

養老

神亀

天平

元正

聖武



731
『正倉院文書・写
経目録』

「松染紙」
（？）

「比佐木紙」

732
733

734 『造仏所所作帳』
「比佐宜染
紙」

735
736
737
738
739
740
741
742

743
大仏造立の詔。
紫香楽宮で造立
開始。

744
745

746 『大安寺資材帳』
宍色、色名と
して登場。

747

平城京で大仏造
立再開。
『法隆寺伽藍縁
起並びに流記
（るき）資財帳』

赤銅色の記
載。

748
749
750
751
752
753
754
755
756

757
『養老律令・衣服
令』施行

758
759
760
761
762
763
764
765
766

天平

淳仁

称徳

聖武

孝謙 天平感宝
→天平勝
宝

天平宝字

天平神護



767

称徳天皇が
諸王の子孫
に六位を授
け、その朝服
の色を蘇比と
する。それま
で蘇比は、五
位以上の人
が着ることが
できるとされ
たり、無位の
諸王が着る
とされた。

768
769

770
『万葉集』

真朱（朱砂・
辰砂）
「真金(まか
ね)吹く丹生
(にふ)の真朱
(まそほ)の色
に出て言は
なくのみそ吾
(あ)が恋ふら
くは」
（読人不知・
巻14）

女郎花
「をみなへし
秋萩交る蘆
城の野今日
を始めて万
代に見む」
（読人不知・
巻8）
女郎花は、
万葉集で14
首に登場。

鴨の羽色
「水鳥の鴨の
羽色の春山
のおほつか
なくも思ほゆ
るかも」
（笠女郎・巻
8）

露草色
「つき草に衣
はすらむ朝
露にぬれて
む後はうつろ
ひぬとも」
（読人不知・
巻7）

杜若
「我のみやか
く恋すらむ杜
若にづらふ
妹はいかが
あるらむ」
（読人不知・
巻10）

退紅
「くれなゐの
薄染衣浅ら
かに相見し
人に恋ふるこ
ろかも」
（読人不知・
巻12）

白
「降る雪の之
路（しろ）髪ま
でに大君に
仕へまつれ
ば貴くもある
か」
（橘諸兄・17）

同上

丹色
「春されば花
咲きををり秋
づけば丹の
穂にもみ
つ・・・」
（読人不知・
巻13）

黄金
「すめろきの
御代栄えむ
と東（あずま）
なるみちのく
山に　黄金
（くかね）花咲
く」
（大伴家持・

鴨の羽色
「水鳥の鴨の
羽色の青馬
を 今日見る
人は限りなし
といふ」
（大伴家持・
巻20）

楝
「妹が見しあ
ふちの花は
散りぬべし我
がなく涙　い
まだ干なく
に」
（山上憶良・
巻5）

桃染
「桃花褐（つ
きそめ）の浅
らの衣浅らか
に思ひて妹
に逢はむも
のかも」
（読人不知・
巻12）

同上

茜
「茜さす昼は
物思ひぬば
玉の夜はす
がらに哭の
みし泣かゆ」
（中臣宅守・
巻15）

黄は、同じく
幅広い色を
指す赤の一
部を指す。
「もみぢ」の
表記は「黄
葉」がほとん
ど。

青丹
「あをによし
奈良の都は
咲く花のにほ
ふがごとく今
さかりなり」
（小野老・巻
3）

紫
「紫の我が下
紐の色に出
でず恋ひか
も痩せむ逢
ふよしを無
み」
（読人不知・
巻12）

紅・橡
「紅は移らふ
ものぞ橡の
馴れにし衣
になほ若か
めやも」
（大伴家持・
巻18）
（ここでの橡
は、平安時
代の黒橡）

神護景雲

宝亀

称徳

光仁



同上

茜
「茜さす紫野
行き標野行
き　野守りは
見ずや君が
袖振る」
（額田王・巻
1）

緑
「春は萌え夏
は緑に紅の
綵色（まだ
ら）に見ゆる
秋の山かも」
（読人不知・
巻10）

紅の八塩
「紅の八塩の
衣朝な朝な
馴れはすれ
ども いやめ
づらしも」
（巻11・読人
不知）

同上

同上

茜
「茜さす日は
照らせれど
ぬばたまの
夜渡る月の
隠らく惜しも」
（柿本人麻
呂・巻2）

紅色
「桃の花　紅
色ににほひ
たる　面輪の
うちに　青柳
の　細き眉根
を　笑みまが
り」
（大伴家持・
巻19）

同上

茜
「茜さす日並
べなくに我が
恋は吉野の
川の霧に立
ちつつ」
（車持千年・
巻6）

『正倉院文書』
杉染
「須岐染紙」

青黛、青代・
藍花の名で
登場。青黛
の名は、それ
を眉描きに
用いたため

771
772
773
774
775
776
777
778
779
780
781

丹色・紅・赤・藍摺
「しなてる片足羽川のさ丹塗の大橋の上ゆ紅の赤裳裾引き山藍もち摺れる衣着てただひとりい渡ら
す児は若草の夫あるらむ」
（高橋虫麻呂・巻9）
（藍摺は、山藍摺であったが、後に蓼藍を用いたものと思われる。しかし、原始的な手法なので染色
は劣悪で早く廃れたが、神事用の衣服の染色としては後代まで用いられた。）

宝亀

天応

光仁

桓武



782
783
784
785
786
787
788
789
790
791
792
793

著作権者：　岩崎純一

延暦
桓武



西暦

全般

赤、緋色を
指し、赤色、
赤白橡を指
す。（「赤色
の袍」）

落栗、襲色
目の名に登
場。

朽葉色隆
盛。黄染に
浅い紅花染
を施した色。
（赤・黄・青・
濃・淡など）
濃朽葉は赤
朽葉、淡朽
葉は黄朽葉
か。

深緑・浅緑、
位色である
が、和歌で
は深緑は常
緑樹の青味
の深い緑、
浅緑は春の
柔らかな若
葉、特に柳
の緑。緑の
場合、「コ
キ」「ウス」で
はなく「フカ」
「アサ」が後
世まで定
着。薄緑は
白味、浅緑
は黄味が強
い。

青、植物な
どの緑の濃
い色を指し、
青色、青白
橡を指す。
青白橡、天
皇の褻（け）
の袍の色と
して禁色とさ
れたが、天
皇の身の周
りの世話を
する蔵人等
の着用は許
された

紫、高位の
象徴。濃色・
薄色・半色・
滅色・縁色
のみで紫の
濃淡や色合
を表す。薄
色は聴色
で、紅染の
薄い色をも
指す。縁色、
紫根染の衣
服は、他の
衣服と重ね
て置くと紫色
素が昇華し
て移り染ま
ることを、権
者の影響力
に染まること
に喩えてそう
言う。西洋の
貝紫も権威
の象徴で、
ローマ帝国
を経てビザ
ンツ帝国の
象徴色とな
る。

紅花一斤
（600g）で絹
一疋（二反）
を染めた一
斤染が聴色
の基準。中
紅花・一斤
染・退紅・桜
色の順に濃
い。当時女
性は紅色へ
の願望が強
く、聴色も濃
染になりが
ちであった。

宮中の反古
紙をすき直
した再生紙
を薄墨紙、
紙屋紙と呼
んだ。一般
に不吉な知
らせを書くの
にも薄墨を
用いた。

天皇 元号



薄紅は中紅
よりさらに淡
い紅染。下
染に中紅と
同量の鬱金
染をする、黄
味がちの暖
かみのある
色。

濃香（香
染）、丁子
（モルッカ諸
島原産のフ
トモモ科の
常緑高木）と
鉄分と灰汁
を用いる。淡
（薄）香、丁
子染の無媒
染の淡い黄
褐色で、この
色を香色と
言う。香色、
僧衣の色と
しては紫に
次ぐ高位の
色。香衣とし
て使用した
が、後世に
は黄色い僧
衣に。丁子
は濃い香
色。

黄、黄蘗・支
子・鬱金など
により染出。
純色の黄色
はない。

平安中期か
ら中世にか
けて、刈安・
灰汁染の浅
黄（あさき）と
藍染の浅葱
（あさぎ）と
が交錯。

青鈍、喪服
の色や尼僧
の衣に使
用。錫紵、親
族の喪に服
するときに天
皇着用の鈍
色。杉や檜
を煎じて田
土で媒染す
るか、墨染
に藍染を薄
く掛けた。

杜若
「かきつけば
な」が訛った
もの。本来
その花の汁
で摺染をし
たことに由
来。平安文
学には重色
として出てい
ないが、中
世以降の有
職故実装束
書に登場。

紅染の濃染
は禁制。今
様色、室町
後期の文献
によって濃
淡の解釈異
なる。

白粉に鉛白
を使用。有
毒のため使
われなくな
る。鉛粉（銀
密陀）も鉛白
も胡粉と呼
んだ。

紅梅、平安
京に移って
から一般
化。本来、紅
花染の赤色
色素のみの
染色。

黄赤、鮮や
かな色はな
く、明度・彩
度ともに低
い茶系統の
色多し。

黄朽葉、秋
末・初冬の
服色。

苔・苔衣など
が見える
が、僧侶や
世捨て人の
衣服を指し、
苔色の服色
ではない。
色名の苔色
は江戸時代
から。

褐色・搗色・
勝色、藍の
葉を発酵さ
せた「すくも」
を臼で搗ち
て染めるこ
と、又は藍を
濃く染込ま
せるために
被染物を搗
つことに由
来。

桔梗初出。
青味の紫を
表す代表的
色名。平安
時代には、
重色・織色と
しては見え
るが、染色
名としては
見えず。

葡萄染、紫
と同じく紫根
染になる。時
代により染
法異なる。

五倍子、染
色に用いら
れ始める。
五倍子は、
白膠木（ヌル
デ）の小枝
や茎などに
ヌルデノミミ
フシアブラム
シが寄生し
てできる虫
瘤。



真赭・真朱、
中古以降、
元の意味が
分からなくな
り、類推解
釈されて赤
色・蘇芳色
などを指す
ようになった
か。

染色の基準
が灰汁媒染
になったた
め、灰汁媒
染した橡染
を単に橡、
鉄媒染した
橡染を黒橡
と言うように
なる。

山吹色、黄
色系統の代
表。文学に
も多出。

青磁・秘色
伝来。唐代
の越州窯で
は極めて優
秀な青磁が
作られ、日
本にも渡
来。その色
を秘色と呼
び、宮廷で
は特別に珍
重。染色の
秘色は、藍
の浅染によ
る薄い青
色。

水色系統、
平安文学に
は水色と水
縹の両方が
現れる。

紫苑流行。
「紫苑の織
物」「紫苑の
袿」「紫苑の
指貫」など、
文学にも多
出。

桜、色名とし
てはまだ。
女性専用の
色ではなく、
貴公子の狩
衣や武将の
小袖にも用
いた。

黒、平安時
代には白樫
柴の鉄媒染
で染めた。

紅葉色隆
盛。襲色目
に紅紅葉・
青紅葉・黄
紅葉・初紅
葉・蝦手紅
葉・櫨紅葉
など、多様。

支子、色名
として初出。

波自色の表
記、「櫨色」
となる。別名
の黄櫨（きは
じぞめ）初
出。

苗色、天皇
のまわりを
世話する蔵
人が着た衣
色か。

菫、襲色目
の名に登場
するが、文
学には染色
としては未
出。

唐紅・韓紅・
韓紅花・辛
紅（全て「か
らくれな
い」）、染色
名に初出。
奈良時代の
「紅の八塩」
に相当。

忘れ草・萱
草、紅の色
合いを落とし
た色として、
服喪の色と
された。

檜皮色初
出。檜の皮
に限らず、
杉・桜などの
樹皮の色、
檜の皮や檜
の枝葉など
を用いた染
色、蘇芳染
による黒味
がかった色
など、諸説
あり。この種
の色を木色・
樹皮色とも
言った。

深緑・常盤
色、平安時
代頃より、永
久不変の象
徴である松
の形容に用
いられる。木
賊色よりも
黄味がち。

二藍、藍と
紅の二種の
藍（染料全
般の代名
詞）で染めた
の意。夏用
の衣服の色
となり、文学
にも登場。
若年ほど藍
を淡く、壮年
ほど紅を淡く
染めた。

牡丹、『枕草
子』『栄花物
語』に登場。
牡丹唐獅子
文、仏家や
貴紳に愛用
される。色名
としては、平
安末期に登
場。



吾木香登
場。茜草と
紫草の根を
用いて染色
した色であ
り、深緋のこ
とか。

海松色、色
名として初
出。

萌黄・柳、文
学にしばし
ば登場。柳
染は江戸時
代から。

槿花色初
出。

平安時代、
袴などは、
成人・既婚
女性は緋
色、未婚・未
成年の女性
は深緋のも
のを着用。

平安794
795
796

797
『続日本紀』
菅野真道・藤原継縄（つぐた
だ）

浅緋
「又服制。～
（略）～直冠
上四階深
緋。下四階

浅緑
「又服制。～
（略）～務冠
四階浅緑」

798
799
800
801
802
803
804
805
806
807
808
809
810
811
812
813
814
815
816
817
818
819

弘仁

延暦

大同

嵯峨

桓武

平城



820

821
822
823
824
825
826
827
828
829
830
831
832

833
『令義解・衣服令』
清原夏野・小野篁

橡墨衣は、
平安時代の
黒橡の色。
「家人奴婢。
橡・墨衣」

『令義解・注』

「青碧者、碧
亦青色也」
青と碧を同
類と見る。

『令義解・衣服・皇太子条』

黄丹
「皇太子礼
服～（略）～
黄丹衣。牙
笏。白袴。白
帯。深紫紗
褶」

弘仁

天長

仁明

淳和

嵯峨

黄櫨、天皇の晴（公）の袍
色と制定される。その後も
天皇の御衣の色・絶対禁
色。時代によって微妙に
異なり、現在まで続く。青
白橡（天皇の日常の袍色）
と同様、光線によって色が
変る二色性がある。天位
を象徴する色として真昼
盛夏の太陽の輝きを表
し、袍の地文には桐・竹・
鳳凰、中世に麒麟が加
わった。



834

のちの承和
色、仁明天
皇に由来。
仁明天皇は
黄菊の花を
好み、宮中
に黄菊を植
えた。そのう
ち、宮廷衣
装にもこの
色をと所望、
衣装の色と
しても流行し
たため、年
号をこの色
の名とした。
のち、「じょう
わいろ」が
訛って「そが
いろ」に。同
様、この頃
愛でられた
菊を承和菊
（そがぎく）と
言う。

835
836
837
838
839

840
『日本後紀』（792～840を記
す）
藤原緒嗣ら

永忠が嵯峨
天皇に献茶
の記録

841
842
843
844
845
846
847
848
849
850
851
852
853
854
855

斉衡

承和

仁明

嘉祥

仁寿
文徳



856
857
858
859
860
861
862
863
864
865
866
867
868
869
870
871
872
873
874
875
876
877
878
879
880

881

茜や紅を支
子と混ぜて
染める色全
てに禁制。
黄丹が正式
に禁色とな
る。

882
883
884

885

仁和年間
（885～
889）、紅花
染禁制。し
かし、徹底
せず。

886
887
888
889
890
891
892

貞観

元慶

仁和

寛平

斉衡

天安

文徳

清和

陽成

光孝

宇多 基経関白

良房太政
大臣



893
894
895
896
897
898
899
900
901
902
903
904

905
『古今和歌集』
醍醐天皇

緋色
「耳なしの山
のくちなし得
てしがな思
ひの色の下
染めにせ
ん」
読人不知

浅緑
「浅緑いとよ
りかけて白
露の珠にも
ぬける春の
柳か」
僧正遍照

紫
「紫のひとも
とゆゑに武
蔵野の草は
みながらあ
はれとぞ見
る」
読人不知

桜色
「桜色に衣
は深く染め
て着む花の
散りなむの
ちの形見に」
紀有朋

空五倍子色
「世をいとひ
このもとごと
にたちよりて
うつぶしぞめ
の麻のきぬ
なり」
読人不知

同上

紅
「人しれずお
もへばくるし
紅のすゑつ
む花のいろ
にいでなむ」
読人不知

同上

常盤緑
「ときはなる
松のみどり
も春くれば
今ひとしほ
の色まさりけ
り」
源宗于

唐紅
「ちはやぶる
神世もきか
ずたつた川
から紅に水く
くるとは」
在原業平

906
907
908
909
910
911
912

913
『二十巻本延喜十三年亭子
院歌合（裏書）』

「帝の御装
束、檜皮色
の御衣にぞ
がいろの御
袴」

柳・桜
「見渡せば柳桜をこきまぜて都ぞ春の錦なりける」
素性法師

延喜

寛平

昌泰
醍醐

宇多



914
915
916
917
918
919
920
921
922
923
924
925
926
927 『延喜式』 茶の記述

『延喜式・縫殿寮』
藤原時平・藤原忠平

同上

蘇芳、灰汁
媒染によっ
て染め出さ
れた紫味の
赤色。明礬
媒染の赤色
は赤蘇芳と
呼び区別。

三種の支
子。深支子
と浅支子、
支子の実に
よる単一染
である黄支
子に、紅花
染を加えて
より赤味を
持たせた
色。皇太子
の袍色であ
る黄丹と紛
らわしいの
で、この二色
は禁色。支
子を深く染
めて黄丹に
紛らわしいも
のは、着用
を禁じるとの
記述。黄支
子は禁色に
あらず。
「浅支子綾
一疋。支子
二升。紅花
小三両。酢
一合。藁半
囲」

深黄・浅黄、
各々「コキ
キ」「アサキ
キ・ウスキ」
と読む。刈
安の用度に
よる。浅黄も
刈安草と灰
汁で浅く染
めた薄い黄
色。黄染、
深・中・浅の
三段階に区
別。
「深黄綾一
疋～（略）～
刈安草大五
斤。灰一斗
五升。薪六
十斤」

青緑、藍と
黄蘗による
染色。緑色
系は大抵藍
と黄蘗によ
る染色であ
るが、深緑
だけは藍と
刈安で染め
る。

縹、藍の単
一染で、深
縹・中縹・次
縹・浅縹と区
別。深縹が
のちの紺
色。中縹が
縹色に相
当。

滅紫、深滅
紫・中滅紫・
浅滅紫の三
種を区別。

韓紅花・中
紅花（なか
のくれな
い）・退紅
（あらそめ）
の区別。

古代の色は、赤色系統が15種、橙色系統が2種、黄色系統が9種、緑色系統が4種、青色系統
が7種、紫色系統が8種、黒色系統が4種、茶色系統が9種、白と雑種が7種。ただし、同色異名
もあり、正確さ不明。

延喜

延長

醍醐



同上

黄丹、支子
と紅花によ
る染色。現
代まで続く
皇太子の袍
色。絶対禁
色。

胡桃染、飼
鷹者の衫（さ
ん）の色。

刈安色初
出。

深紫
「綾一疋に、
紫草三十
斤、酢二升、
灰二石、薪
三百六十
斤、帛一疋
に、紫草三
十斤、酢一
升、灰一石
八斗、薪三
百斤」
浅紫は5斤
で、深紫との
原料比6対
1。中紫は挙
げられてい
ない。

退紅
「帛一疋に
紅花小8両、
酢1合、藁半
囲、薪30斤」
中古以降、
官位の低い
下官や雑役
の着る衣服
とされたが、
染色は梅の
木と思われ
る。

同上

深緋は茜と
紫草による
染色（綾一
疋につき茜
大40斤、紫
草大30斤、
灰3石、薪
840斤）であ
り、浅緋は
茜の単一染
の色。一般
に緋・真緋
は浅緋を指
す。深緋は
暗い紫赤
で、緋の色
感はなく、黒
緋（くろあけ）
とも呼ばれ
た。

黄櫨染、山
櫨と蘇芳と
の染色。天
皇の晴の袍
色。

青白橡、刈
安と紫根に
よる補色関
係に近い色
の染色であ
る。また天皇
の晴の袍色
の絶対禁色
の黄櫨に対
して、青白橡
は天皇の日
常の袍色で
あり、天皇の
世話をする
蔵人や勅許
があれば許
される禁色。
青白橡は、
のちに藍染
の上に刈安
などで染め
るが、その
流れの染色
を緑衫と
言った。

韓紅花、紅
花による単
一染の濃
染。紅花に
は赤色と黄
色の色素が
あり、二つの
色素とも染
めたのが
紅、赤色色
素だけで染
めたのが韓
紅や紅梅。
黄色色素は
堅牢度が弱
く、紅花は赤
色色素のみ
を用いる染
色が多くなっ
た。

藍色、藍の単一染による
縹色に対して、藍と黄蘗と
の染色による。緑味を持
たせるのは、原始染色の
山藍摺の影響か。深藍、
中藍、浅藍、白藍の4段
階。深藍がのちの藍色。
白藍、藍と黄蘗による黄
味をもたせたごく薄い青の
染色。のちの瓶覗は、水
色より淡く、白藍に近い
が、黄蘗を用いない藍の
単一染。

延長

醍醐



浅蘇芳
「浅蘇枋綾
一疋。蘇枋
小五両、酢
一合、灰八
升、薪六十
斤」

桃染
「尉はみな
皀…，衛士
は皀…，末
額は桃染布
衫…」

『延喜式・弾正台』

因獄司（刑
部省管下。
逮捕された
罪人の刑、
囚禁しておく
牢屋の管
理）・物部の
刀の緒の
色。

白橡、公私
奴婢や女従
に着用が聴
される。

『延喜式・祝詞・龍田風神祭』

赤丹・鉛丹
「遠御膳の
長御膳と赤
丹乃穂に聞
こし食す五
の穀物を」

928
929
930

931
『倭名類聚抄』（～938）
源順

宍
「肉・和名し
し之々、肌
膚之肉也」

932
933
934

935
『土佐日記』（1935頃～45頃）
紀貫之

蘇芳
「松の色は
あをく、いそ
のなみは雪
のごとくに、
かひのいろ
はすはうに、
五色にいま
ひといろぞ
たらぬ」

936
937
938
939
940

天慶

延長

承平

醍醐

朱雀 忠平摂政



941
942
943
944
945
946
947
948
949
950
951
952
953
954
955

956

『後撰和歌集』（951？～
956？）
村上天皇・大中臣能宣・清原
元輔・源順・紀時文・坂上望
城（梨壺の五人）

緋色
「玉くしげ二
年会はぬ君
が身を緋（あ
け）ながらや
はあらむと
思ひし」
源公忠

957
958
959
960
961
962
963
964
965

966
『宇津保物語』（？）
源順？

「うちきに、
やなぎのお
り物の薄き
おりもの重
ねてきて」

柳色

桔梗色
「きかう色の
をり物のほ
そなが」

二藍 今様色

薄鈍
「うすにびの
はりあはせ
の御ぞたて
まつりて」
（国譲上）

同上

若緑
「わかみどり
ふた葉に見
ゆる姫松の
嵐吹きたつ
よをも見てし
が」
（蔵開上）

康保

天慶

天暦

天徳

応和

忠平関白

村上

朱雀



967
冷泉天皇の時代（967～
969）、紅色（濃い紅花染）、
正式に禁色に。

968
969
970
971
972
973
974

975
『蜻蛉日記』
藤原道綱母

鈍色
「やがて服
ぬぐに、にび
いろのもの
ども、あふぎ
まではらへ
などするほ
どに」（上）

976
977
978
979
980
981
982
983
984
985

986

一条天皇の代、『延喜式』で
規定されていた染式廃止。
四位以上の袍は全て黒一色
となり、朝服の色は黒・緋・緑
の3色となる。

987
988
989
990
991
992
993
994
995
996
997
998
999

永祚
正暦

長徳

長保

貞元

永観

寛和

永延

天元

康保

安和

天禄

天延

花山

一条

実頼冷泉

円融

道長内覧

兼家

道隆→道
兼

伊尹

兼通

頼忠



1000

襲ねの色目、10世紀以降に
成立か。9～10世紀成立の
『土佐日記』や『伊勢物語』に
は襲ねの色に関する記述が
ないのに対し、10世紀半ば
以降の『落窪物語』や『源氏
物語』には襲ねの色目の記
述があるため。

『枕草子』（？）
清少納言

楊梅色
「見るにこと
なることなき
ものの、文
字に書きて
ことごとしき
もの覆盆子
（いちご）。
鴨頭草（つ
ゆくさ）。・・・
やまもも」

黄朽葉
「黄朽葉の
織物、薄物
などの小袿
着て」（野分
のまたの日
こそ）

緑衫（ろくそ
う）

青
「いせの物
語なりやとて
みれば、あ
おきうすやう
に、いときよ
げに書き給
へり。」
（頭の中将
の、すずろな
るそら言を
聞きて）

竜胆、清少
納言が『枕
草子』の中
でお気に入
りの花として
いる。

紅梅
「すさまじき
もの。昼ほ
ゆる犬。春
の網代。三、
四月の紅梅
の衣」
「木の花は、
こきもうすき
も紅梅。」

同上

躑躅・桜・青
朽葉・朽葉
「汗衫（かざ
み）は春は
躑躅。桜。夏
は青朽葉。
朽葉」

刈安
「薄様色紙
は白き、むら
さき、赤き、
刈安染。青
きもよし」

夏虫色・瑠
璃色
「指貫はむら
さきの濃き、
萌黄、夏は
二藍、いと
暑きころ、な
つむし色し
たるもすずし
げなり」
平安文学
中、唯一昆
虫に因んだ
色名。

青
「六位の蔵
人。いみじき
君達なれ
ど、えしも着
給はぬ綾織
物を、心にま
かせて着た
る、あおいろ
姿などのめ
でたきな
り。」
（めでたきも
の）

藤色
「藤の花は、
しなひなが
く、色こく咲
きたる、いと
めでたし」
「めでたきも
の」の典型と
して、「色あ
ひふかく、花
房ながく咲き
たる藤の花
の、松にか
かりたる」
「なまめかし
もの」として
「むらさきの
紙を包み文
にて房長き
藤につけた
る」

紅梅
「御返し、紅
梅の薄様に
書かせ給ふ
が、御衣の
同じ色にに
ほい通ひた
る」（278）

長保

一条

道長内覧



同上

松葉色
「狩衣は、香
染の薄き、
白き、ふく
さ、赤色、ま
つのはいろ」
（282）

青
「辰の日の
夜、青摺の
唐衣、汗衫
をみな着せ
させ給へ
り。」
（宮の五節
いださせ給
ふに）

楝・菖蒲
「むらさきの
紙に楝の
花、あをき紙
に菖蒲の
葉」

「下襲は、冬
は躑躅、桜。
掻練襲。蘇
芳襲。夏は
二藍。白
襲。」

同上

青
「あを色の淵
こそをかしけ
れ。蔵人な
どの具にし
つべくて」
（17）

紫
「花も糸も紙
もすべて、な
にもなにも、
むらさきなる
ものはめで
たくこそあ
れ」
（86・めでた
きもの）

薄紅梅
「みやにはじ
めてまゐり
たるころ　さ
し出でさせ
給へる御手
のはつかに
見ゆるが、
いみじうにほ
いたるうすこ
うばいなる
は、かぎりな
くめでたし
と」（184）

同上 青鈍

二藍・葡萄
染
「二藍えびぞ
めなどのさ
いでの、おし
へされて草
子の中など
に、ありける
見つけたる」
（30・すぎに
しかた恋しき
もの）

1001
『公任集』（11世紀）
藤原公任

柳色
「昔よりあけ
の衣は名の
みして柳色
なる年をふ
るかな」

1002
1003

長保

一条

道長内覧



1004

黒、紫と緋に
代って四位
以上の服色
となる。（寛
弘～）

1005

1006
『拾遺和歌集』
花山法皇？・一条天皇？・藤
原公任？

1007
1008
1009

1010
『紫式部日記』（？）
紫式部

支子
「なかなる衣
ども、例のく
ちなしの濃き
薄き」

一斤染・青・
赤
「色ゆるされ
たる人々
は、例の青
いろ赤いろ
の唐衣に」

1011
『和泉式部集』（？・11世紀）
和泉式部

露草
「露草にそめ
ぬ衣の以下
なれは　うつ
し心もなくな
しつらん」
（上）

1012

1013
『源氏物語』（？）
紫式部

葡萄・蘇芳
「紫の上は、
葡萄染にや
あらむ、色
濃き小袿、
薄蘇芳の細
長に、御髪
のたまれる
ほど、こちた
くゆるるか
に」（若菜
下）

萱草色・鈍
色
「紅の黄ば
みたる気添
ひた
る袴、萱草
色の単衣、
いと濃き鈍
色に黒きな
ど、うるはし
からず重な
りて」（幻）

山吹色・薄
色
「やまぶき、
うす色など、
花やかなる
色あひ」
「山吹の桂」

柳色・萌黄
色
「柳の織物
の細長、萌
黄にやあら
む、小袿着
て、羅（うす
もの）の裳の
はかなげな
る引きかけ
て、ことさら
卑下したれ
ど」（若菜
下）

浅縹・掻練
「浅縹の海
賦のおり物、
おりざまなま
めきたれど
匂いやらか
るにいと濃き
掻練具して
は」（玉鬘）

若紫登場。
『伊勢物語』
にも登場す
る。

紅梅・葡萄・
今様
「濃き赤きな
ど、さまざま
選らせたま
ひつ
つ、・・・・紅
梅のいと紋
浮きたる葡
萄染の御小
袿、今様色
のいとすぐ
れたるとは、
かの御料」
（玉鬘）

白・薄色
「白き袷、薄
色のなよよ
かなるを重
ねて、晴れ
やかならぬ
姿」（夕顔）

寛弘

長和

一条

三条

道長内覧



同上

香色（丁子
色）
「宮もおはし
けり。丁子に
深く染めたる
薄物の単
を、こまやか
なる直衣に
着たまへる、
いとこのまし
げなり。」（蜻
蛉）

萱草色
「ほどなき衵
（あこめ）人
よりは黒う染
めて黒き汗
衫（かざみ）
くわむざうの
袴など着た
るもをかしき
姿也」（葵）

青鈍・支子
色
「空蝉の尼
君に、青鈍
の織物、い
と心ばせあ
るを見付け
たまうて、御
料にある梔
子の御衣、
聴し色なる
添へたまひ
て」（玉鬘）

青磁、「あを
じ」と読む。

浅葱色
「浅葱にて殿
上にかへり
給ふを、大
宮は飽かず
あさましき事
とおぼしたる
ぞ」（少女）

紫苑・赤朽
葉、
「おほきやか
なる童の濃
きあこめ、紫
苑の織物か
さねて、赤朽
葉の羅（うす
もの）のかざ
みいといたう
馴れて」（少
女）

今様色
「いまやうい
ろの、えゆる
すまじく艶な
う古めきたる
直衣の裏表
ひとしうこま
やかなる」
（末摘花）
「紅梅のいと
いたく紋浮き
たるに葡萄
染の御小袿
今様色のす
ぐれたる
は･･･」（玉
鬘）

鈍色
「夕暮の雲
のけしき、鈍
色に霞て」
（柏木）

同上

蘇芳色
「左方は、紫
檀の箱に蘇
芳の華足
（けそく）、敷
物には紫地
の唐の錦、
打敷は葡萄
染の唐の薄
絹･･･」（絵
合）
蘇芳で彩色
された木工
品

檜皮色
「姫君、檜皮
色の紙のか
さね、ただい
ささかに書き
て」（真木
柱）

浅緑
「あさみどり
の薄様なる
文の、押し
巻きたる端
みゆるを」
（若菜下）

縹色
「浅縹の海
賦の織物、
織りざまなま
めきたれど、
にほひやか
ならぬに、い
と濃き掻練
具して、夏の
御方に」（玉
鬘）

二藍
「直衣こそ、
あまりこくて
かろびため
れ。非参議
のほど、何と
なき若人こ
そふたあひ
はよけれ」
（藤裏葉）

撫子・若苗
色
「濃きうちぎ
に、撫子とお
ぼしき細長、
わかなへ色
のこうちぎき
たり」（宿木）

青鈍
「経、仏の飾
り、はかなく
したる閼伽
（あか）の具
などもをかし
げに、～
（略）～あを
にびの几
帳、心ばへ
をかしきに」
（初音）

同上

赤白橡
「かの御賀
の日は、赤
き白つるば
みに、葡萄
染の下襲を
着るべし」
（若菜下）
「青き赤き白
橡、蘇芳、葡
萄染など、
常のごと」
（藤裏葉）

栗色
「落栗とか
や、何とか
や、昔の人
のめでたくし
ける色あひ
したる、あは
せの袴」（行
幸）

深緑
「松原のふ
かみどりな
るに、花もみ
ぢをこき散ら
したると見ゆ
るうへのき
ぬのこきうす
き、数知ら
ず」
（澪標）

青鈍

楝
「下仕へは
あふちの裾
濃の裳」
（蛍）

長和

三条

道長内覧



同上

空の色
「空の色した
る唐の紙」
「空色」はま
だ染色名に
は使われ
ず。

1014
1015

道長 1016
1017
1018
1019
1020
1021
1022
1023
1024
1025
1026
1027

1028
『栄華物語』（1028～1107内
に成立）
赤染衛門？

吾木香
山吹
「山吹の織
物の表著」

瑠璃色・緑
「瑠璃の経
巻は霊鷲山
（りゃうじゅ
せん）の暁
の空よりも
緑なり」

桔梗
「ききやうの
織物」
「桔梗の表
著」

青紫

同上

水色
「大海の摺
裳、水の色
あざやかに
などして」

二藍・紅・白
「二藍の直
衣、指貫に、
紅の打ちた
る、白きひと
へをぞ着た
る」

1029
1030
1031
1032
1033
1034

万寿

長元

長和

寛仁

治安

三条

後一条

道長内覧

頼通



1035 『関白左大臣頼通歌合』

杜若色
「雑色源頼
実執地敷
三重杜若色
浮線綾、以
象眼為裏、
重其上縫葦
手、以其裏
銀鏤文」

1036
1037
1038
1039
1040
1041
1042
1043
1044
1045
1046
1047
1048
1049
1050
1051
1052

1053
『夜半の寝覚』（？）
菅原孝標女？

水色
「こくうすく水
色なるを下
にかさねて」

藤色・青朽
葉
「藤のこきう
すき御衣、
青朽葉の御
小袒を着給
たる」

1054
1055
1056
1057
1058
1059
1060
1061
1062
1063
1064

寛徳

永承

天喜

康平

長元

長暦

長久

後朱雀

後一条

後冷泉

頼通



1065
1066
1067
1068

1069
『狭衣物語』（～77？）
ばい子内親王

吾木香

紅・撫子
「象眼の紅
の単衣、同
じ御直衣、
色いと濃き
唐撫子の浮
線綾の御指
貫、余りをど
ろをどろしき
御あはひ着
給へるも、こ
の世の色と
も見えずな
まめかしく
て」

1070 『有明の別れ』（？）

撫子・菖蒲・
躑躅・杜若
「みすのうち
こぼれいで
たる袖ぐちど
も、をりにあ
いたるなでし
このはな、た
ちばな、しゃ
うぶ、つつ
じ、かきつば
たなどようの
いろを」

1071
1072
1073
1074
1075
1076
1077
1078
1079
1080
1081
1082
1083
1084
1085

永保

応徳

治暦

延久

承保

承暦

白河

後三条

後冷泉

頼通

教通

師実



1086
『後拾遺和歌集』
白河天皇・藤原通俊

1087
1088
1089
1090
1091
1092
1093
1094
1095
1096
1097
1098
1099
1100
1101
1102
1103
1104
1105
1106
1107
1108
1109
1110
1111
1112
1113
1114
1115
1116
1117
1118
1119

1120 『今昔物語集』（？）

萱草は忘れ
草・醜の醜
草と言われ
る。（「兄弟
二人殖萱草
紫苑語」）

黒・紺
「年四十ば
かりなる男
の鬚黒き
が・・・・紺の
水旱を着て」

浅黄
「年五十ば
かりの女の
无下（むげ）
の下衆にも
非ぬが、浅
黄なる張単
（はりひと
へ）に賤の
袴着て」
（24・7）

紫苑は思い
草・鬼の師
子草と言わ
れる。（「兄
弟二人殖萱
草紫苑語」）

1121

元永

保安

嘉承

天仁

天永

永久

永長
承徳

康和

長治

応徳

寛治

嘉保

堀河 白河上

白河法

鳥羽

忠通

師実

師通

忠実内覧

忠実



1122
1123
1124
1125
1126

1127
『金葉和歌集』
白河法皇・源俊頼

1128
『散木奇歌集』
源俊頼

真赭・真朱
「花薄まそほ
のいとをくり
かけて絶ず
も人を招き
つるかな」

1129
1130
1131
1132
1133
1134
1135
1136
1137
1138
1139
1140
1141
1142
1143
1144
1145
1146
1147
1148
1149
1150

1151
『詞花和歌集』
崇徳院・藤原顕輔

褐色
「我恋は逢
初めてこそ
増りけれし
かまのかち
の色ならぬ
共」
藤原道経

1152
1153
1154
1155

久寿

天養
久安

仁平

天承
長承

保延

永治
康治

保安

天治

大治

白河法

鳥羽

崇徳

鳥羽上

近衛 鳥羽法

後白河

忠通



1156
1157
1158
1159
1160
1161
1162
1163
1164

1165
『続詞花和歌集』（非勅撰）
二条天皇・藤原清輔

1166
『助無智秘抄』
？

苗色
「二孟旬～
（略）～苗色
とは黄気あ
る青物也」

1167
1168

1169
『満佐須計装束抄』
源雅亮

赤朽葉
「あかくちば
ひとへにて、
すずしうらつ
けたるハ」

苦色
「にがいろの
薄色うらつき
たるは，わ
かき人」

秘色
「からあや
しろあを　や
なぎさくら
ひそく」

牡丹、色名
として初出。
「ぼうたんお
もてみなうす
きすはう、う
らみなしろ
し」

1170
『今鏡』（尾張本）
藤原為経

深緋・黒緋
「ただ人の四
位と王の五
位とはくろあ
けを着、ただ
人の五位あ
けの衣にて
うるわしくは
あるべきを」

1171
『兵範記』（1132～・日記）
平信範

茶染

1172
1173
1174
1175
1176
1177
1178
1179

保元

平治
永暦

嘉応

承安

安元

治承

応保

長寛

永万

仁安

鳥羽法

後白河

二条 後白河上

六条

高倉

基通

後白河法

忠通

基房

基実



高倉上

1180
『山家集』
西行の歌の後人撰

空色
「空いろのこ
なたを裏に
たつ霧の表
に雁のかけ
るたまづさ」
（上）

濃色
「紅にあらぬ
袂のこき色
は焦がれて
物をおもふ
なりけり」
（下）

薄紅
「類ひなき思
ひいではの
桜かなうすく
れなゐの花
のにほひ
は」

1181
1182

師家 1183
基通 1184

著作権者：　岩崎純一

養和
寿永

元暦

治承

後白河法

基通
安徳



西暦

全般

緋、目立ち
易さや重厚
さから武士
の威し・陣羽
織・旗・馬具
に使用。

布や紙に渋
を塗って防
水した柿渋
色、中世の
山伏の装束
に使用。

土器色、初
出。土器の
色だけでな
く、着物の色
にも使う。土
器は、釉を
かけないで
焼いた陶
器。古くは食
器、後に行
灯の油皿と
して使用。

青苔初出、
武士に愛好
される。

青白橡、麹
塵・山鳩色・
魚綾（魚稜）
とも呼ばれ
る。山鳩色、
平安朝には
記録がない
が、『平家物
語』の安徳
天皇の最期
の段に登
場。魚綾は、
青白橡が天
皇の御料
（ぎょりょう）
であり、その
音のみが伝
えられたこと
から。

綸旨を書く
のに綸旨紙
を使用。

【鳥に由来する色名増え
る。】

染法の難し
い茜染の緋
よりも、支子
や鬱金など
の黄染の上
に紅花をか
けて染め出
した紅緋が
多く用いら
れた。今日
の緋色は、
紅緋系統を
指す。

海松色、鎌
倉武士や室
町文化人に
流行。

鶸色初出。

木賊色、冷
たく落ち着き
があるた
め、狩衣、武
家の服色、
高齢者の服
色に流行。

浅黄、青系
の色に移
行。

鎌倉以降の
白の顔料
は、貝殻を
焼いて作っ
た胡粉を使
用。鉛白は
色名に名
残。

萌黄、『平家
物語』などで
も萌黄威し
の鎧が若武
者に用いら
れ、貴婦人
達の表着や
打衣などに
も使われ
た。

軍記物に
「かち」の直
垂に黒糸か
黒革威しの
鎧を着た武
者達が登
場。「勝ち」
に掛ける。
郎党達が着
用するのは
徒歩（かち）
色。

黒、五倍子
の鉄媒染で
染められる
ようになる。

天皇 元号



緑青色、色
名として初
出。染色名
としてはあま
り聞かない。

水色系統、
水色と呼ぶ
ことが主流
に。

基通 1185
1186
1187

1188
『千載和歌集』
後白河院・藤原俊成

1189
1190

将軍 1191
鎌倉1192
1193

1194
『山槐記』（1151～94・日
記）
中山忠親

茶染
瑠璃
「浅黄号瑠
璃色」

一斤染
「今日宇治
一切経会
也、～（略）
～右衛門権
佐光長茶染
一斤染烏帽
子」

1195
1196
1197
1198
1199

1200
『平家物語』
？

鈍色
「にぶ色の
ふたつぎぬ
うちかづき」
（11・先帝身
投）

1201

○沖縄の紅型確立。（13
世紀頃。紅型の漢字表記
は昭和以降。）
「紅」は色全般、「型」は型
絵染めの型紙の意。

執権 頼家 1202
1203
1204元久

建久

正治

建仁

文治後鳥羽 後白河法

土御門 後鳥羽上

実朝時政

兼実

頼朝



1205

『新古今和歌集』
後鳥羽院・源通具・藤原
有家・藤原定家・藤原家
隆・藤原雅経

支子色
「九重にあら
で八重咲く
山吹のいは
ぬ色をば知
る人もなし」
円融院

松葉色
「小塩山神
のしるしを松
の葉に　契
りし色はか
へるものか
は」
慈円

花染・移し色
「折ふしもう
つればかへ
つ世のなか
の人のここ
ろの花染の
袖」
俊成女
のちの露草
色

同上

深緑
「深緑あらそ
ひかねてい
かならむ間
なくしぐれの
ふるの神
杉」
後鳥羽院

1206

1207
『最勝四天王院障子和
歌』

縁色
「むさし野の
ゆかりの色
もとひわび
ぬみながら
霞む春の若
草」　藤原定
家

1208
1209
1210

1211
『喫茶養生記』
栄西

茶の効能

1212

1213 『宇治拾遺物語』

木賊色・青
「刑部録とい
ふ庁官、び
んひげに白
髪まじりたる
が、木賊の
狩衣に、襖
（あお）袴着
たるが、いと
ことうるはし
く、さやさや
となりて」
（14・7）

元久

建永
承元

建暦

建保

土御門

順徳

後鳥羽上

実朝

義時



1214
『東北院職人歌合』（この
年成立か。13世紀後半説
あり。）

花浅葱
「うとくなる
人の心の花
浅葱いくしほ
染めて色あ
がるらん」
（7）

1215
1216
1217
1218
1219
1220
1221

1222 『保元物語』（？）

朽葉色
「月数という
鎧の、朽葉
色の唐綾に
てをどしたる
を」

1223
1224
1225
1226
1227
1228

1229
『飾抄』
土御門通方

1230
1231
1232

1233
『建礼門院右京大夫集』
建礼門院右京大夫

緑青
「春よりさき
にしためぐ
みたるわか
葉のろくしゃ
う色なるが、
ときどきみえ
たるに」

1234

1235
『新勅撰和歌集』（文暦
二）

1236
1237

1238
『正法眼蔵随聞記』（？）
懐奘

黄檗色
「黄檗に染
めたるもの
は黄なるが
如く」

北条政子

九条頼経

文暦
嘉禎

暦仁

安貞

寛喜

貞永
天福

承久

貞応

元仁
嘉禄

建保

順徳

後鳥羽上

仲恭→後
堀河

後高倉上

後堀河上四条

実朝

義時

泰時



1239
1240
1241
1242

1243 『新撰和歌六帖』

常盤色
「ときは色の
ちしほのみ
どり神代より
そめてふる
えの住吉の
松」
藤原信実

1244
1245
1246
1247
1248
1249
1250

1251
『続後撰和歌集』
後嵯峨院・藤原為家

1252
『十訓抄』
？

柑子色
「いまだ色な
りければ、
かうじ色の
袴着て、に
ぶ色のきぬ
どもきて」

1253

1254
『古今著聞集』
橘成季

黄蘖
「なめみつる
五の色のあ
ぢはひもき
はだのかみ
ににがく成
ぬる」（13・
638）

退紅
「前の方は、
退紅の狩衣
をぞ着たり
けり」（9・
346）

同上

撫子
「表紙さまざ
まにかざり
たり。打敷、
なでしこの
ふせんれう
に卯花を縫
たりけり」
（11・393）

1255
1256

九条頼経

九条頼嗣

宗尊親王

康元

仁治

寛元

宝治

建長

延応

四条

後嵯峨

後深草 後嵯峨上

長時

経時

時頼

泰時



1257
1258
1259
1260
1261
1262
1263
1264

1265
『続古今和歌集』
後嵯峨院・藤原為家・基
家・家良・行家・光俊

1266
『吾妻鏡』
鎌倉幕府家臣（1180～
1266）

虫襖の服色

1267
1268
1269
1270
1271
1272
1273
1274

1275
『名語記』
稲荷法橋経尊

萌黄・萌木
「色にもえぎ
如何。答、萌
黄とかけり。
萌木ともか
けり。もゆき
也。萌をば
きざすとよめ
り」

1276
1277

1278
『続拾遺和歌集』
亀山院・藤原為氏

1279
1280
1281
1282
1283
1284
1285
1286
1287
1288
1289
1290
1291
1292
1293

宗尊親王

惟康親王

弘長

文永

健治

久明親王
正応

永仁

正嘉

正元
文応

弘安

亀山上

後深草

亀山

後嵯峨上

後宇多

長時

政村

伏見 後深草上

時宗

貞時



1294
1295
1296
1297
1298
1299
1300
1301
1302

1303
『新後撰和歌集』
後宇多院・藤原為世

1304
1305
1306
1307
1308
1309
1310
1311

1312
『玉葉和歌集』
伏見院・京極為兼

1313
1314
1315
1316
1317
1318
1319

1320
『続千載和歌集』
後宇多院・藤原為世

1321
1322
1323
1324
1325

1326
『続後拾遺和歌集』
後醍醐天皇・藤原為藤・
為定

1327
1328
1329
1330
1331
1332
1333

著作権者：　岩崎純一

久明親王

正中

嘉暦

元弘

北朝
元徳

元徳

正慶

正和

文保

元応

元亨

嘉元

徳治

延慶

応長

永仁

正安

乾元

光厳 後醍醐

後伏見

後二条

伏見上

後宇多上

後醍醐

伏見

師時

宗宣→
熙時

後宇多上後醍醐

花園 伏見上

後伏見上

基時→
高時

守邦親王

貞時

金沢貞
顕→守
時



西暦

全般

南蛮船に
よって輸入
された羅紗
の鮮明な緋
色、それま
で日本にな
い色なので
猩々緋と名
付けた。

栗色・栗皮
色初出。

鳥の子色、
中世以降、
狂言の帷子
などに多
用。

焼いた貝殻
の粉末（炭
酸カルシウ
ム）を胡粉と
呼び、白色
顔料に用い
た。

弁柄、南蛮
貿易によっ
て顔料や製
法が伝えら
れる。

土器色
『狂言・富士
松』
「手に持て
る　かわら
け色のふる
あわせさけ
ごとにある
つぎめなり
けり」

戦国時代
に、灯油が
荏胡麻（え
ごま）油から
菜種油に変
わる。日本
の春の原風
景を彩る菜
の花畑は、
これにより
出現。菜の
花とは、ア
ブラナに限
らず、花が
良く似てい
る蕪、小松
菜なども指
す。菜の花
色（菜種色）
と菜種油色
は異なる
色。

檳榔子染、
南北朝時代
初出。熱帯
産シュロ科
の檳榔子の
実の煎汁と
楊梅皮の煎
汁を絹に引
染し、さらに
鉄漿を引
き、その工
程を繰り返
した黒染の
黒色。楊梅
皮・柘榴・五
倍子の煎汁
でも染め
る。京都で
は柘榴を使
用せず、楊
梅皮での代
用。下染に
藍染を施す
ことによって
美しい黒色
となる。

狐色初出。
空五倍子色
登場、凶色
とされる。

鳥の子色初
出。

【室町時代末期、染色
業（紺屋）が成立】

伽羅色初
出？　伽羅
は沈香のう
ち最高級
品。

天皇 元号



1334
1335
1336
1337
1338
1339
1340
1341
1342
1343
1344
1345
1346
1347
1348

1349
『風雅和歌集』
花園院・光厳院

1350
1351
1352
1353
1354
1355
1356

1357
『筑波問答』（1357～72
の間）
二条良基

藍
「あゐより出
でてあゐよ
りあをく、水
より出でて
水より寒し」

1358

1359
『新千載和歌集』
後光厳天皇・藤原為定

1360
康安 1361

1362
1363

1364
『新拾遺和歌集』
後光厳天皇・二条為明・
頓阿

1365
1366
1367

南朝
建武
延元

興国

観応

正平

貞治

建武

暦応

康永

貞和

光厳 後醍醐

尊氏

文和

延文

光明

崇光

後光厳

後村上

建武
中興

義詮



1368
『増鏡』（応安年間？）
二条良基？

枯草色
「枯野の織
物の狩衣」

柑子色
「うへの御
袴、裏はか
んし色、御
下襲黒し」
（「かんじ」と
読む場合
は、柑子の
果実の「こう
じ」色よりは
黒味。

1369
1370

1371 『太平記』（？）

麹塵
「麹塵の胴
丸に大口の
そば高くと
り」

刈安色
「地刈安に
銀泥にて水
を書き、金
泥にてかへ
でを書きた
る直垂に」

海松色
「細烏帽子
に袖単白し
て、海松色
の水干着た
る調度懸六
人」

浅黄、青系
に移行の傾
向

比金襖（ひ
こんのう・ひ
ごのあお）
「頭左中瓣
宗光老朝
臣，浮線綾
ノ比金襖ノ
狩衣…」

翠
「翠の髪を
剃下し」
（20・義貞首
懸獄門事）

1372
1373
1374
1375
1376
1377
1378
1379
1380

1381
『新葉和歌集』（準勅撰）
宗良親王

永徳 弘和

建徳

正平

応安

文中

永和 天授

康暦

後光厳

長慶

後円融

義満



1382
1383

1384
『新後拾遺和歌集』
後円融天皇・二条為遠・
二条為重

1385
1386
1387
1388

康応 1389
1390
1391

室町1392
『義経記』（南北朝？～
室町初期？）
？

支子色
「貞任大事
の手負ひて
くちなしいろ
の衣を着
て、磐手の
野辺にぞ伏
しにける」
（吉次が奥
州物語の
事）

1393
1394
1395
1396
1397
1398

1399
『装束雑事抄』
高倉永行

虫襖・虫青

1400
1401
1402
1403
1404
1405
1406
1407
1408
1409
1410
1411

1412
『物具装束抄』
中山（藤原）忠定

1413
1414
1415

明徳

応永

至徳 元中

嘉慶

明徳

永徳 弘和

長慶

後亀山

後円融

後小松

後小松

称光

義持

義満



1416
1417
1418
1419
1420
1421
1422
1423
1424
1425
1426
1427
1428
1429

1430
『申楽談儀』
元能

薄墨色
「ただ、角帽
子の縫物を
略して、年
寄しく、濁ら
かして着べ
し。衣など
も、うすずみ
なんどに染
めて着べ
し」（能の色
どり）

1431
1432
1433
1434
1435
1436
1437
1438

1439
『新続古今和歌集』
後花園天皇・飛鳥井雅
世

1440
1441

義勝 1442
1443
1444
1445
1446
1447
1448
1449
1450

嘉吉

文安

宝徳

応永

正長
永享

称光

後花園

義政

義持

義量

義教



1451
1452
1453
1454
1455
1456
1457
1458
1459
1460
1461
1462
1463
1464
1465
1466
1467
1468
1469
1470
1471

1472
『花鳥余情』
一条兼良
（『源氏物語』の注釈書）

今様色
「いまやう色
とは紅梅の
こきを云な
り。たとへば
こき紅にも
あらず、又
こうはいに
もあらぬは
したの色に
て此頃いで
きたる色な
ればいまや
う色とはい
へり。大略
ゆるし色と
おなじきな
り」

1473
1474
1475
1476
1477
1478
1479

応仁

文明

寛正

文正

宝徳

享徳

康正

長禄

後花園

後土御門

義政

義尚



1480
『桃華蘂葉胡曹抄』
一条兼良

淡萌黄（色・
襲色目）・淡
黄
「表・淡萌
木、裏・同
黄ヲサス」

今様色
「今様色ト
ハ紅梅ノ濃
ヲ云也」

1481
1482
1483
1484
1485
1486
1487
1488
1489
1490
1491
1492
1493
1494
1495
1496
1497
1498
1499
1500

1501 『手鑑「藻塩草」』

苔色
「こけ色　こ
きもえぎな
り」
（一八・九月
九日よりの
きぬの色）

濃藍
「松かさね
のいうちき
～（略）～こ
あひのひと
へかさね」
（一八・春冬
の絹の
色々）

明応

文亀

文明

長享

延徳

義澄

後土御門

後柏原

義尚

義稙



1502
『政基公旅引付（たびひ
きつけ）』
九条政基

茶染
「茶染の法
黄茶は下地
を苅安にて
黄に染め
て、其上を
揚梅の皮を
煎て、濁り
たふさを合
せて、あつ
き時に二反
も三反も引
之、其上を
を椿のあく
にて染よ、
茶は始終不
入也」

1503
1504
1505
1506 『女官飾鈔』
1507
1508
1509
1510
1511
1512
1513
1514
1515
1516
1517
1518
1519
1520
1521
1522
1523
1524
1525
1526
1527
1528
1529
1530
1531

享禄

文亀

永正

大永

義澄

義晴

後柏原

後奈良

義稙



1532
天鵞絨（添毛織物）、ポ
ルトガル商船が伝える。
（天文）

1533
1534
1535
1536
1537
1538
1539
1540
1541
1542
1543
1544
1545
1546
1547
1548
1549
1550
1551
1552
1553
1554
1555
1556

1557
『装束抄』（？）
三條西実隆

深緋
「深緋　四
位の着る色
なり」

瑠璃
「濃花田色
也。今濃浅
黄ト云」

虹色
「衣しき虹
色」

1558
1559
1560
1561
1562
1563
1564
1565
1566
1567
1568
1569
1570
1571
1572
1573天正

天文

弘治

永禄

元亀

義栄→義昭

義晴

義輝

後奈良

正親町



1574
1575

1576

狩野永徳、
織田信長や
豊臣秀吉に
仕え、安土
城、大阪
城、聚楽
第、天瑞寺
など、豪壮
華麗な金碧
画の大作を
描く。群青・
緑青・朱な
どの濃彩を
用いた濃絵
（だみえ）。
現存せず。

1577
1578
1579
1580
1581
1582
1583

関白 1584
1585
1586
1587

1588
『久政茶会記』
松屋久政

茶色

1589

1590
1591
1592
1593
1594
1595

天正

文禄
秀次

後陽成
秀吉

正親町



1596
天鵞絨、京都で織られ
始める。（慶長）

1597
1598

1599

諺「朱に交
われば赤く
なる」、この
年初出か。

1600
1601
1602

著作権者：　岩崎純一

慶長

後陽成



西暦

江戸通期全般

茜染は、染法
が難しく次第
に廃れる。江
戸時代の染
色文献の茜
染はほとんど
蘇芳染か。

柿渋色、略し
て柿と呼ばれ
るようになる。
「～柿」なる色
は、中世から
の柿渋色の
変化したも
の。

近江刈安、品
質良く有名
に。八丈島の
八丈刈安は
小鮒草を指
し、八丈絹（丹
後とも）に使
用。

煤竹、江戸時
代を通じて愛
用。

藍染の色、薄
い方から順に
藍白・瓶覗・
浅葱・縹・藍・
紺。浅葱流
行。吉原で江
戸勤番の田
舎侍が「浅葱
裏」と呼ばれ、
野暮の代名
詞となる。

今紫・江戸紫
は、蘇芳染や
紫根染などに
よる青味の
紫。「江戸紫
に京鹿子」
江戸紫は、紫
草が『伊勢物
語』の昔から
武蔵野のシン
ボルであり、
紫は江戸の
色と強調する
意で生じた。
歌舞伎の助
六の鉢巻の
色。

京紫は、紫根
染の伝統的な
赤味の紫。一
般には、江戸
紫のほうが人
気。

五倍子、既婚
女性のお歯黒
の材料に使
用。

【復古的気運高
まる】

梅屋渋（紅梅
の根を切り、
濃く煎じた汁
に、榛皮の煎
汁を加えたも
の）、江戸時
代の家庭茶
染の主要な染
料に。

褐色（かっしょ
く）初出。中世
の軍記物など
に出てくる藍
染の褐色（か
ちいろ）と区別
のため、茶色
の一般化に連
れて茶褐色な
どと明記する
ことが多くな
る。

金色、山吹色
とも呼ばれ
る。

苔色初出。そ
れより明るい
柳茶やそれよ
り暗い海松茶
も流行。

【藍色による
粋の文化】

【紺屋（こう
や）、染色業
の通称とな
る】

桔梗、修飾語
を伴って流
行。紺桔梗・
紅桔梗・桔梗
紫・桔梗納
戸・桔梗花
色・桔梗鼠な
ど。

桑色・桑染の
うち桑の実の
濃い紫色を桑
の実色と呼ん
で区別したの
は江戸時代
か。一方、桑
子（実）の汁を
用いて摺染し
た赤黒色も桑
染と呼んだ。

銀色よりも自
然に黒ずんだ
燻（いぶし）
銀、金色より
も銀色に高尚
な美があると
の意識。

元号天皇



栗梅、時々流
行。

狐色、染色始
まる。毛皮に
由来する色
名、江戸時代
までほとんど
なし。

金茶、染法を
変えつつ、
時々流行。

江戸時代の
萌黄、木綿に
染められた色
で、本来の色
よりも濃くなっ
た。

群青、染料と
しては、狂言
の装飾に用い
る程度。

復古的気運
の高まりによ
り、貴族鼠・源
氏鼠・嵯峨鼠
など生まれ
る。

紅花染禁制
下も、黄染を
下染にした紅
花染の色は
大変愛好さ
れ、蘇芳を用
いた代用紅
染・似紅・紅
梅染多し。紫
味のくすんだ
色も紅梅と呼
んだ。

白黒系統、繊
細を極める。
黒・黒鼠・濃
鼠・繁鼠・中
鼠・素鼠など。

染料としての
蘇芳、紅や紫
に似せた色の
染色に多用さ
れた。香染は
丁子染→支
子と紅花での
代用香染→
蘇芳や楊梅で
の代用香染、
と移行。

栗色・栗皮
色、江戸時代
には栗皮茶と
呼ばれる。

雌黄、日本画
（浮世絵など）
の黄色絵具に
使用。

柳染登場。

呉須色（陶磁
器の藍色の
彩色に用いる
顔料の色）、
有田・瀬戸・
清水焼などに
流行。一般
に、磁器に絵
付けしたもの
は染付、粗雑
な磁器に描か
れると呉須絵
と呼ばれた。

藤色、紫色へ
の復古的気
運から、小袖
地色や西鶴な
どの文学に多
出。本来藍と
紅花によって
染めたが、蘇
芳を用いた代
用染も用いら
れた。

七両染、紅花
の片紅七両で
染めた色。片
紅とは、紅花
の黄色素を流
し、赤色素だ
けを分離した
もの。多少の
不純物は含ま
れていた。江
戸時代、片紅
一両は金一
両と言われ、
片紅の一両
は4匁の約60
ｇ。代用紅花
として蘇芳で
も染めた。

黒、廓の下染
に檳榔子、石
榴、楊梅皮、
五倍子、鉄漿
を用いて入念
に染めるよう
になる（上
黒）。その染
色は、上下を
通じ正式の小
袖の色となっ
た。



鬱金で下染め
したものを紅
花で上染めし
て仕上げた紅
絹（もみ）、絹
布・袖裏・胴
裏に多用され
たときの呼び
方。江戸時代
を通して女性
に流行。

桑色・桑染、
桑の木の単
一染から、楊
梅皮を加えた
染色となり、
桑茶と呼ばれ
て流行。

鶸色、江戸時
代の染色文
献に「黄蘗の
下染に浅葱に
染める」とあ
り。

山葵色、近世
からの色名
か。

千草色、丁稚
の股引や庶
民の日常着あ
るいは下染の
色として流
行。

紫根染の紫
が禁制にな
り、蘇芳染の
紫が多くなる
と、その似紫
に対して、伝
統的な紫根と
灰汁媒染で染
めた色を本紫
と言った。

桜色・鴇色・
鴇羽色初出、
染色始まる。
それよりも少
し濃い色の桃
色も初出、蘇
芳染で、鴇色
と共に女性の
下着や長襦
袢の色に使
用。同系統の
撫子色の名
は、桃色ほど
一般に使われ
ず。

「紅～」の色
名、多出。

丁子茶初出。
平安装束の
丁子からの派
生だが、丁香
ではなく、楊
梅や梅による
代用染色。

山吹色、大判
小判の黄金
色の形容にも
使う。

熨斗目色。熨
斗目は練緯
（ねりぬき）の
一種。江戸時
代、士分以上
の礼装。無地
に袖の下部と
腰の辺にだけ
縞や格子を織
り出したもの。
裃の下に着
た。熨斗目の
地色が概して
藍染の色で
あったので、
そのような鈍
い青色に用い
られた。

槿花色、江戸
時代には蘇芳
の鉄媒染で染
めたか。

唐紅、唐緋色
と名を変え
る。



茜の色、緋
（あけ）・真緋
（あけ）・赤色
（飛鳥時代）、
茜色（平安時
代）、茜染（江
戸時代）と変
遷。

渋紙色。渋紙
は、紙を張り
合わせ柿渋を
塗って乾かし
たもの。染型
紙や友禅糊を
いれる筒など
に使う。

黄の色、黄
（きそめ・飛鳥
時代）、黄蘗
色（平安時
代）、黄色（江
戸時代）と変
遷。承和色も
同色を表し、
「じょうわ」が
訛って後世に
「そが」とな
る。

露草の花の
摺染の色で
あった花田・
縹の名は、藍
染に移行後も
残り、江戸時
代に略されて
花色となる。
花色裏・花色
木綿・花色小
袖・花色小紋
など花色染が
盛んで、江戸
時代を代表す
る色となる。

【「紅」、「くれ
ない」以外に
「べに」とも読
まれるように
なる。】

緋色、歌舞伎
舞台の緋毛
氈などに使
用。

蘇芳と楊梅の
染色である雀
色と雀茶、厳
密には区別さ
れず。

蜀黍色・玉蜀
黍色初出。鳶
色や鶸茶色と
共に流行。

水浅葱、染色
資料では、
「水浅葱は俗
にのぞき色と
も又かめのぞ
きともいふ」や
「特に淡きを
水浅葱と云、
中略して水色
とも云。藍染
の極淡色」な
どが記されて
おり、「あさぎ
水いろ」や「水
色浅黄」の名
が出て色名は
定まらない
が、江戸時代
にはしばしば
流行。



海松色・海松
茶流行。両
者、同色と扱
われることも
ある。

水色、西鶴の
文学にもしば
しば登場。帷
子の地色にも
流行したこと
を示す。空色
や浅葱ととも
に夏の着物の
色に流行。

露草色、蓼藍
での染色に移
行。

江戸前期全般

赤紅、雛形本
や染色文献に
多出。緋綸子
や紅鹿の子
地の小袖流
行。蘇芳と明
礬による代用
紅染。

小豆色初出、
染色始まる。
文献に多出だ
が、染色法不
明。

鬱金、海外渡
来の染料のた
め、特に由緒
ある色ではな
かったが、江
戸前期、緋色
とともに古道
具の包布や
産着に愛用さ
れる。

空色、仕事着
や肌着に多
用。「空色は
花色より薄く
浅葱より濃い
ので中色とい
う」「京の染屋
では空色を千
草色という」な
ど、下染の色
としても多用。

黒紅、豪華な
小袖の地色に
流行。黒紅梅
とも単に黒と
も言う。本来、
下地に紅染、
上に檳榔子で
黒味をかけた
が、多くは蘇
芳染の明礬
媒染による下
染。

江戸茶・憲法
染・鳶色の流
行。

礪茶、染色始
まる。小袖雛
形本の地色に
多出。

黄枯茶、前
期・中期の雛
形本に多出。
前期と後期で
は、染法も色
も変化か。

鶯色、一般に
普及。藍の下
染に刈安か楊
梅をかける染
法で、渋く濃
い黄緑系統。

千草色、京都
の「丁稚どん」
が身に付けさ
せられた着物
の色。



樺色、蒲色、
樺茶、蒲茶、
椛茶初出。樺
はウワミズザ
クラなどの樺
桜の樹皮の
色、蒲は水草
のガマの穂の
色によるが、
同じ色として
使われる。

小堀遠州、赤
茶や鳶色を愛
用し、遠州茶
と名付ける。

唐茶・枯茶、
外来の材料・
丁子などによ
る染色。一般
的には楊梅に
よる染色に移
行。江戸時代
を通じて染法
異なる。

紅朽葉初出。
赤朽葉は平
安時代より。

鳶色・黒鳶、
小袖雛形本
の地色に登
場。

土器色
「深草は土器
色の冬野哉」
（俳諧）

紅鬱金、前期
に流行。

玉子色の染
色始まる。小
袖に流行。鬱
金染をやや薄
くした染色。

江戸中期全般
潤朱、中期文
学に登場。

【茶色による
粋の文化】
煎じ茶から出
た赤茶系と碾
茶から出た緑
茶系があり、
関西では赤茶
系統の色が
主に流行。茶
の葉にこだわ
らず、楊梅な
どで染めた色
にも「茶」の名
を付けた。

鶸茶、雛形本
の小袖の地
色に登場。鶸
萌黄、雛形本
には見当たら
ないが、中期
には広く用い
られたか。

青竹、染色初
出。

御納戸、多
出。納戸の
幕、納戸を管
理する役人の
衣裳、納戸に
しまってある
藍染の反物、
藍の下染をし
ない納戸色の
うち代表的な
藍御納戸が
一般的な納戸
色となった説
など、多説。

江戸納戸
『諸色手染
草』「江戸納
戸　五倍子
（ふし）の煎じ
しるにて一ぺ
んそめ。だし
がねのしるに
水少し入染め
てよし。」

エビがブドウ
と呼ばれるよ
うになり、葡萄
色（エビイロ）
の色調も暗く
なって葡萄色
（ブドウイロ）
と呼ばれるよ
うになった。葡
萄鼠は、中期
頃には、まだ
「エビネズ」と
呼ばれた。葡
萄鼠は浮世
絵美人の着
物の色にも多
出。

【「～鼠」の色
名登場】



樺茶、染色に
流行。茶色の
流行に伴い、
樺色も樺茶と
呼ばれて流行
するが、染色
では両者を区
別。

遠州茶、染色
始まる。遠州
鼠は、後世の
人による美
称。

鶯色よりも鶯
茶、千歳緑よ
りも千歳茶が
流行。鶯茶が
薄い黄緑色に
移行。単に
「せんざい」と
ある場合、千
歳茶のこと
か。

黄海松茶・海
松茶・藍海松
茶・海松藍
色、中期・後
期の染色資
料に多出。

桜鼠、中後期
の見本帳に登
場も、染法は
見当たらず。

「錆～」多出。
「侘び寂び」の
「寂び」に通じ
るか。

紅樺、中期頃
の小袖の地
色に使用。紅
樺茶とあまり
区別なしか。

伽羅茶・伽羅
煤竹、伽羅色
から派生。

黄茶、中期以
降の流行名。
楊梅の樹皮で
染色された黄
味の茶色。

御召茶
「下染薄藍、
かやの中へ、
やしやポッチ
リ、水等分、
鉄醤、水等
分」

海老茶、江戸
時代の書物に
は染法の記
載見当たら
ず。中期の見
本帳に「海老
皮茶」との表
記あり。

柳茶、多出。

柿渋色・柿色
歌舞伎の定
式幕（萌黄・
柿・黒）、市川
団十郎とその
一門や常磐
津の連中の
裃や小道具な
どに、柿渋と
弁柄で染めた
柿色が使わ
れ、俗に団十
郎茶と言う。
江戸時代、柿
色と言えば団
十郎茶を指
す。柿の実の
色に因んだ
「柿色」とは異
なる。
「柿の素襖の
羽づくろい」

蘭茶の流行。
蘭は木蘭と同
意語なので、
木蘭を蘭茶と
呼んだと思わ
れる。

柳煤竹登場。



紫鳶・紅鳶・
藍鳶などの染
色始まる。紅
鳶、初めは黄
味がち、のち
に赤味がちと
なる。

「利休～」の
色名登場。商
売上、利が休
むと困るので
利久とも書く。

焦茶初出。小
袖の地色に使
用。元禄頃ま
では染本や小
袖雛形本に見
えない。

江戸後期全般
朱土生壁、楊
梅と朱土によ
る染色か。

鶯色と鶯茶の
区別がほぼな
くなる。

唐茶・枯茶、
明度を増す。

藍媚茶、染見
本や小袖地
色などに登
場。

鳩羽色・鳩羽
鼠初出。

鴇唐茶の色
名現れる。

鼠色による粋
の文化

【複雑な色名増
える】

江戸茶、当世
茶と呼ばれ
る。

藍海松茶、緑
味と明度を増
す。

藤紫の染法、
江戸後期に登
場。紫藤とも
言う。

紅消鼠初出。
古名は紅納
戸か。

柳煤竹、緑味
と明度を増
す。

紅藤・藍藤流
行。

江戸末期全般

裏柳・裏葉
柳、江戸末の
色見本帳に見
えるが、染法
や流行記事
は見当たら
ず。

花浅葱、平安
時代から見え
るが、色は不
明で、明るい
青系の染色と
しては江戸末
期からか。

梅鼠、江戸末
の染色見本
帳に登場。

エビ色、伊勢
海老の色と混
同され、葡萄
色ではなく海
老色と書かれ
る。

江戸1603家康 慶長後陽成



1604
1605
1606
1607
1608

1609
『恨之介』（仮名
草子）
？

墨色
「かくて自らは
憂き世を厭
ひ、髪剃り、
すみの衣に身
をやつし」
（上）

1610
1611
1612
1613
1614

家康

秀忠

慶長後陽成

後水尾



1615 大坂の役

憲法染、この
頃初出か。京
都の染匠兼
吉岡流剣法
の始祖吉岡
直綱（号・憲
法）の考案と
の説。憲法黒
茶も同様か。
江戸初期、楊
梅だけで染め
た黒茶色を考
案、後に藍下
染の上に楊梅
で黒茶を染め
たとされる。
一説には、櫟
の実などタン
ニン質の多い
煎汁を鉄媒染
で布に定着さ
せた。代々吉
岡家に伝わる
秘伝とされ
た。豊臣方に
ついて篭城。
落城後は家
伝の一つであ
る染物業に専
念。

1616

柿色
初代柿右衛
門、日本初の
色絵磁器の
焼成に成功
（有田焼）

1617
1618
1619
1620
1621
1622
1623
1624

秀忠

家光

後水尾

元和

寛永



1625
1626
1627
1628
1629
1630
1631
1632
1633

1634
『尤之双紙』（仮
名草子）
斎藤徳元

茶色

1635
1636

1637
◇『天工開物』
宋応星

天青色
藍の淡染の
上に蘇芳水を
かけて染色と
の記述。日本
の「空色」、類
似の染法か。

1638
『毛吹草』
正保2年刊
松江重頼

栗梅
「色こきは栗
梅ぞめの紅葉
哉」（6）

1639
1640
1641

1642

『大蔵虎明本・
吃』
大蔵弥右衛門虎
明書写

鳥の子色
「鳥のこいろ
のかたびら
の、かたのく
わつとさけた
るに」

1643

この頃、庶民
の高価な本
紫、禁制。禁
制の本紫に対
して似紫登
場。

家光

後光明

後水尾

明正

寛永



1644
1645
1646
1647
1648
1649

1650

京都長者町
の桔梗屋甚
三郎、甚三紅
を染める。

『女鏡秘傳書』

「あかきもの
めし玉はば緋
綸子紅かのこ
などよし」

1651
1652
1653
1654
1655
1656
1657
1658
1659
1660
1661
1662
1663
1664
1665

1666
『新撰御ひいな
がた』（1667？）

鳶色・江戸
茶・媚茶。以
後、雛形本の
小袖の地色に
しばしば登
場。

黄唐茶 赤紅

家光

家綱

後西

後光明

万治

霊元

正保

慶安

承応

明暦

寛文



『紺屋茶染口伝』
日本に現存する
最古の染織技法
書。

天鵞絨
「びろうどう。
したそめをこ
んにてそめ
て。うへにかり
やすにて五六
ぺん程つけ。
右とくさのごと
くに染申候」

1667
1668
1669
1670
1671
1672

1673
浄瑠璃土佐節
『染色盡』（1673
頃～87頃）

鶯染
「咲くや花色
花に鳴く、鶯
染の声あげて
…」

千草色
「絞り千草の
妻籠も」

藤鼠
「恋をすす竹
藤鼠」

瑠璃紺、江戸
の男女の小
袖に流行。
（延宝～天
和）
紺色よりは明
るい染色。

1674
『清少納言枕草
子装束撮要抄』
壺井義知

夏虫色
「夏むしのい
ろしたるとは，
るりいろをい
ふにや」

家綱

霊元

延宝

寛文



聴色・許色・
一斤染
「仍　深紫深
紅ヲ禁色ト
云。其浅キ色
ハ制ノ限ニア
ラズ。ユルシ
色ト云フ」

1675
1676
1677

1678
『色道大鏡』
藤本箕山

江戸茶
「（遊郭に通う
客の）帯は黒
きを最上と
す。茶色また
よろし。茶の
中にも、江戸
茶、黄唐茶を
制す。」
廓の遊客の
衣服や帯の
色に煤竹も推
されている。

家綱

霊元

延宝



1679
◇『芥子園畫傳
（かいしえんがで
ん）』

梅花片という
石青の一種を
乳鉢に入れ、
水を加えて乳
棒で擦り、皿
にうつして、粒
子の細かいも
のから順に、
頭青、二青、
三青と選り分
ける（水飛法）
との記述。頭
青は白群青、
二青は群青、
三青は紺青に
相当。群青の
名は古代日
本にもなく、紺
青より淡い青
は全て白青と
呼んだ。

1680

1681
洗柿の染色
流行（天和）

宗伝唐茶・宗
伝茶、雛形本
に登場。（天
和～）　宗伝
は、京の染め
師の名。

赤紅
鹿の子染の
流行（天和～
貞享）

緋綸子の流
行。

1682
『好色一代男』
（浮世草子）
井原西鶴

潤朱
「うるみ朱の
煙草盆に炭団
（たどん）の埋
火絶えず」

礪茶
「十五六なる
少人の、との
茶小紋の引つ
かへし。かの
こ繻子のうし
ろ帯」

家綱

霊元

延宝

綱吉
天和



同上

紅鬱金
「其暮方に色
つくりたる女、
はだには紅う
こんのきぬ
物、上にかち
ん染の布子」
（3）

同上

樺色
「中にはかば
繻子にこぼれ
梅のちらし」

同上

洗柿
「世之介も金
右衛門・勘六
一所にあらい
がきの袷帷子
（あわせかた
びら）にふと
布の花色羽
織に」

同上

桑染
「三人ながら
桑染の木綿
足袋はかれし
に」

1683

霊元

綱吉
天和



1684 明暦の大火

曙色、明暦の
大火による衣
服不足を早急
に補うためさ
らに模様など
を工夫して創
作された寛文
小袖の曙染
のぼかし部分
の色に由来
か。または、
江戸時代に東
雲色、明治以
降に曙色の呼
称か。インド
茜で染めた。

江戸深川、明
暦の大火後に
富岡八幡宮を
中心に岡場所
の享楽街を生
んだ。その遊
郭の芸者は
辰巳芸者とも
呼ばれ、意気
と侠気を売り
物とした。深
川鼠が粋な色
として流行。

『諸艶大鑑』
井原西鶴

鶯茶
「紋無しの鶯
茶のものを」

『好色二代男』
（浮世草子）
井原西鶴

黄鬱金
「十八九なる
大振袖の娘、
肌には黄鬱金
のひっかへ
し」
（5・5）

1685

1686
『好色五人女』
井原西鶴

桃色
「帷子は広袖
に桃色のうら
付けを取出
せ」

『好色一代女』
（浮世草子）
井原西鶴

黄色
「さのみ見苦
しからぬ目の
中の雫を、黄
色なる絹の切
れにて、少し
うつぶき、拭
きたる風情」

似紫
「明野が原の
茶屋風俗さり
とてはおかし
げに似せ紫の
しつこくさまざ
まの染入」

鼠色
「帯は夜目に
立やうに鼠色
に左巻を五色
にと」（6・3）

同上 薄玉子色

霊元

綱吉

貞享



『好色三代男』
井原西鶴

玉子茶
「紋郡内の玉
子茶」

1687
『男色大鑑』
井原西鶴

青茶・樺茶
「袖岡は黄な
る肌着に青茶
樺茶の縞の
小袖をかさ
ね」（8・3）

花紫
「藤の丸の内
に伊の字の御
所を，花紫の
大振袖につけ
て」

1688
『日本永代蔵』
（浮世草子）
井原西鶴

甚三紅、紅花
ではなく蘇芳
で染めたとの
記述。

藍海松茶染
色始まる。（元
禄～）　これと
区別するた
め、もとの海
松茶は特に素
海松茶と呼ば
れる。

千草色、「千
種色」と表記。
着古した浅葱
色の着物を、
上からまた浅
葱色で染めか
えした色との
説明。

若紫、若向き
の明るい紫と
して流行。

猩々緋
「本朝の織
絹、から物を
調へ、毛類は
猩々緋の百
間つづき」

浅葱色の流
行。（元禄）

友禅染生まれ
る。紅色の刺
繍多用。

元禄初年以
降、「～煤竹」
多く派生。染
色本や雛形
本に多出。金
煤竹・銀煤竹
（紀州茶）な
ど。特に宝永
頃まで。藤煤
竹は、江戸時
代前期から染
色あり。

友禅染生まれ
る。月草色、
下絵の青花
紙の色に用い
られる。

東山

霊元

綱吉

元禄

貞享



晒柿（されが
き）、染色名に
登場。（元禄）
中期以降、洒
落柿に変わっ
たか。

白茶、小袖の
地色に流行。
（元禄～中
期）

『あこぎの平次』
（浄瑠璃・この頃
か）

薄藤
「うすふぢぞ
めのあさごろ
も」

1689
1690
1691

1692
『女重寳記』（萬
染色之名）

鶯茶・椛茶
鶯染はなく、
鶯茶のみ記
載。

藍海松茶

『袖ひいながた』 鶯茶・白茶？
『世話字節用集』 「樺茶染」

1693

1694
『西鶴織留』（浮
世草子・町人物）
井原西鶴

昔唐茶
「帯はむかし
からちゃの繻
子の一幅物」

虹色
「虹染の抱へ
帯、其外小道
具はさし置」

1695

東山

綱吉

元禄



1696 『当世染物鑑』

とうきん煤竹
「とうきんすす
竹　下ぞめも
もかわニ而二
へんそめ、ほ
しあげ　其うえ
くろミ大ぶん
かけ。あかね
一ぺん。また
むめしる一ぺ
んかけ。其上
いしばいミづ
へ入。ほしあ
げてよし。」

渋茶
「しぶちゃ下ぞ
め　ももかわ
くろミ　大ぶん
かけ。そのう
へを　いしば
い　ミずうすく
かけてよし。」

新斎茶
「しんさいちゃ
下染ちくさい
ろ。其うへ　も
もかわニ而二
へんそめほし
あげ。くろミ大
ぶんかけ　す
すぎてよし」

同上

ないき煤竹
「ないきすす
竹　下染むね
しるニ而　一
ぺん染。少か
ねくろミかけ
すすぎてよ
し。又にいし
ニ而もよし。」

古茶
「ふるちゃ下
染ももかわに
て染ほしあ
げ、かねくろ
み大ぶんにか
け、上はわら
のあくすこし
かけてよし」

1697
1698
1699
1700

1701
亜鉛華、絵具
としての使用
（18世紀～）

『吉野忠信』（浄
瑠璃）
近松門左衛門

山吹色
「山ふき色の
重宝に事欠き
給ふお身では
なし」

東山

綱吉

元禄



『文武五人男・四
天王』（浄瑠璃）
近松門左衛門

鬱金
「名は曇りな
き玉川の、露
の光や山吹
のうこんいと
にて候ひし
が」

1702 『染物屋覚書？』

京藤
「京ふじは濃
すおう一度
引。水へかね
をくわへ引べ
し。…」

南京藤
「南京藤ハ水
いろ之上へ
濃すおう一返
ほし付。二度
めすおうかわ
かざる内　か
ねを水へ入く
るべし。其上
を随分随分コ
イあくにて留。
直に水へ
入。」

京鼠
「柳茶は京鼠
の上へ…。鶯
茶は…京鼠を
少し…」（下染
の色として記
載。）

『奥の細道』
松尾芭蕉

若葉
「あらたふと青
葉若葉の日
の光」

1703

尾形光琳、金
箔を背景に群
青や緑青をふ
んだんに使っ
た画。『燕子
花図』など。

東山

綱吉

元禄



1704

◇世界初の
合成顔料プル
シアン・ブ
ルー精製。ド
イツ。やがて
日本に舶載。
この色も紺青
と呼ぶように
なる。

『薩摩歌』（浄瑠
璃）

栗色
「くり色の敲鞘
（たたきざ
や）、筆なりの
中締めは、江
州彦根の御
大将」

1705
『万宝鄙事記』
貝原益軒

桑染
「桑ぞめ　桑
の木をよき程
に濃くせんじ、
其煎じ汁にき
ぬをつけまき
て、しぼらず
に干す」（4・
12）

宝永

東山

綱吉



同上

江戸茶
「江戸茶染
やまももの皮
と、はいの木
の葉とを煎
じ、五六返程
そめて、あげ
さまに、一端
に付、明礬
（みょうばん）
の末を、茶一
ぷく程かきま
ぜ、染に右の
如くして染れ
ば、江戸茶の
色少黄こげ色
也」（4・12）

1706

1707
『丹波与作待夜
の小室節』（浄瑠
璃・世話物）

猩々緋
「猩々緋の道
中羽織白い所
は髪斗」

1708
1709
1710
1711
1712
1713
1714
1715

1716
銀煤竹、小袖
に流行。（享
保）

宝永

正徳

享保

東山

中御門中御門 家宣

綱吉

吉宗

家継



1717

『源氏物語男女
装束抄』
写・室町後期・宗
碩

今様色
「今様色とは
紅のうすき、
ゆるし色をい
へり」

1718
『山崎与次兵衛
寿の門松』（浄瑠
璃・世話物）

鶯茶
「春知り顔に、
七つ屋の蔵の
戸出づる鶯茶
の、布子の袖
を摺れ縺れ」

1719
黒・黒鳶・黒
媚茶、小袖に
流行。（享保）

1720
『心中天網島』
近松門左衛門

若紫
「野郎帽子は
若紫」

1721
1722
1723

享保

中御門中御門

吉宗



1724
『独寝』
柳沢淇園

雄黄・雌黄
「当分其道め
でて真実の画
に心をよせぬ
故ならんか
し。雄黄など
もすきと用ひ
ぬよし也」
「雌黄は今絵
に用る物は藤
黄といふもの
にて、誠の雌
黄にあらぬ
也。雌黄は石
也」
（下94）

1725
1726

1727
『當流模様雛形
天の橋立』

焦茶

1728
1729

1730

洗朱
「はれはれと
波の洗朱出る
旭」（雑俳）

1731

1732
『万金産業袋』
三宅也来

菜種色
「不滅という唐
貝あり。はま
ぐり貝の至極
大き成やうの
貝、外は油色
にて内はなは
だ白し」

1733

享保

中御門中御門

吉宗



1734
『本朝世事談綺』
菊岡沾凉（せん
りょう）

1652～55の
頃「京の長者
町、桔梗屋甚
三郎というも
の、茜（蘇芳
のこと）を以っ
て、紅梅にひ
としき色を染
出す。また中
紅と云」

1735

1736
菜種油色、麻
裃の色に流
行。

1737
1738

1739
『装束色彙』（？）
荷田在満

1740
1741
1742
1743
1744
1745
1746
1747
1748
1749
1750

享保

元文

中御門

桜町

桃園

中御門

家重

「禁色トハ、其人其位ヨリ高キ
色、 又ハ其人其位ニテ用ユ
ルコトヲ得ザル地合ナドヲ各
禁色ト云ナレドモ、一統ニ禁
色ト称スルハ深紅ノ色ナリ。
又袍（ほう）ニテハ深紫モ禁
色ナルト云ヘリ」

吉宗

延享

寛延

寛保



1751

路考茶の流
行。（歌舞伎
役者の二世
瀬川菊之丞、
宝暦・明和、
江戸）

納戸茶・千歳
茶・煤竹の流
行。

1752
1753
1754
1755
1756
1757
1758
1759

1760

鈴木春信、宝
暦10年頃より
活躍。浮世絵
美人の衣装に
路考茶多用。

1761
1762

1763
『物類品隲(ぶつ
るいひんしつ)』
平賀源内

「ベレインブ
ラーウ（プル
シアンブ
ルー）」に言
及。自らも油
彩画に使用。

1764
【～鼠の色名、百
を超える】（明和）

瑠璃紺、再び
江戸の男女
の小袖に流
行。（明和）
紺桔梗・藍
鼠・花色も小
袖に流行。
（明和）

宝暦

明和

桃園

家治

後桜町

家重



1765 『誹風柳多留』

千歳茶
「仙斎茶後の
女房が染め
直し」

『秘傳世寶袋（ひ
でんせほうふく
ろ）』
野田藤八

玉子色
「砥子を漿水
（しょうすい）
の内へ混ぜ、
刷毛にて引く
べし。欝金の
汁を加え、梔
子、キハダな
ど入れる。赤
くするには丹
などを加えて
よし」

1766

1767
『関取千両幟』
（浄瑠璃）

紅桔梗
「顔に少しは
紅桔梗の、前
垂の紐、縄暖
簾」

1768

1769
『根無草』（談義
本）
平賀源内

路考茶
「帽子に瀬川
の名目あれ
ば、染物に路
考茶あり」
（後・4）

1770 『新雛形京小袖』 焦茶
1771

明和

家治

後桜町

後桃園



1772

薄柿・洒落柿
の流行。帷子
の染色など。
（安永～天
明）

玉蜀黍色・鳶
色・鶸茶の流
行。（安永～
天明）

梅幸茶の流
行。（安永～
天明）
歌舞伎役者
の初代尾上
菊五郎の趣
好。

舛花色、五世
市川団十郎
（俳名・白猿）
から出た灰味
の花色。当時
流行の浅葱
や花色を渋く
した色。市川
家の御家芸に
用いられたこ
とから命名。
舛花色の舛
は市川家の
家紋の三舛、
すなわち大中
小の舛形の
四角紋が三つ
入り組んだ文
様。花は縹
（花田）の色。
市川家関連
の色には他に
柿（団十郎
茶）がある。

1773
1774

1775 『去来抄』

菜種色
「細き目に花
見る人の頬は
れて菜種色な
る袖の輪ちが

1776
『雨月物語・白
峰』
上田秋成

柿色
「御衣は柿色
のいたうすす
びたるに」

1777

安永

家治

後桃園



1778

『画図理解・丹青
部(たんせいぶ)』
日本最初の洋画
論。
佐竹曙山

「ベルレンスブ
ラアウ（プルシ
アンブルー）」
に言及。自ら
も絹本著色に
使用。

1779
『助六廓夜桜（く
るわのよざくら）』
（歌舞伎）

江戸紫
「江戸紫の鉢
巻に、髪は生
締め」

『廓中美人集・異
見の段』（洒落
本）

紺桔梗
「紺吉更（コン
ぎきょう）の茄
子漬を一ツく
ださゐといふ
たは、私が素
見に行た時、
急度見届て置
ました」

1780

1781

鳶色、男子の
服色に流行。
紅鳶・紫鳶・
藍鳶，紺鳶・
黒鳶などは、
鳶色から派
生。この頃、
鳶色とともに
流行。（天明）

菜種油色、裏
付き裃の色に
流行。

高麗納戸初
出。歌舞伎の
大立者の四
世松本幸四
郎が「鈴ケ森」
の中で幡随院
長兵衛の合
羽に用いた色
に由来。（天
明～寛政）
高麗は松本
幸四郎の屋
号の高麗屋に
よる。この色
は五世幸四
郎にも受け継
がれて流行。

安永

天明

家治

光格

後桃園



1782

1783
『太平楽巻物』
（洒落本）
烏亭焉馬

柳茶
「やなぎちゃ
のどんすのを
びに、ちりめ
んひとへの
ぶっかさね」

1784
紅檜皮、この
年に初出か。

『安齋随筆』
伊勢貞丈

青丹
「青き土を青
丹と云ふは心
得られぬ様な
れど、物の名
にも言語にも
転用傍通あ
り、…丹は物
を色どる物、
青土も物を色
どる物なる
故、丹を転用
傍通して青丹
と云ふなり。
赤きは丹の体
なり、物を色
どるは丹の用
なり…」

紫・杜若
「今江戸紫と
云ふ色はカキ
ツバタの花の
色の如し是蒲
萄染なり、紫
蘇の色に赤き
に青色を帯び
たり」

1785
1786

1787
『田舎芝居』（洒
落本）
森島中良

木蘭
「代官殿は高
宮縞の帷子に
紺生絹の羽
織、木蘭色の
野袴」

1788

1789

御召御納戸・
御召茶・御召
鼠初出。（寛
政）
御召とは、家
斉が愛用した
縮緬の類。

天明

寛政

家治

光格

家斉



『手鑑模様節用』

東雲色
「とき羽色、一
名しののめい
ろ」

紅消鼠・黒柿
色・紅納戸
「紅けし鼠，古
名くろがき，ま
た紅なんどと
もいふ」

黄枯茶
「黄枯茶、古
名きはじぞ
め、又もくらん
いろに同じ、
はじ紅葉のい
ろか」

威光茶・柳茶
「威光茶。或
は柳茶ともい
ふ」

湊鼠・深川鼠
「みなと鼠　此
ころ流行して
深川ねずミと
いふ」
湊鼠、大坂の
湊村で作られ
て、壁や襖の
腰貼りなどに
使われた湊紙
に由来すると
の説あり。

紅湊・紅碧・
紅掛空色
「紅みなと」
「紅碧　俗に
べにかけそら
いろといふ」
これらの色、
人気の藤色に
似ており、中
後期に流行
か。

紅掛花色
「紅かけ花い
ろ、古、薄ふ
たあい」

同上

江戸時代の
染色文献の
紅色系統は、
蘇芳染による
場合が多い。
その色を紛紅
と言う。
「あかね或は
すおう染，又
まがい紅とも
いふ」

照柿
「照柿。丹土
染、古名くち
ばいろ。此い
ろに薄藍を兼
ねたるを　柑
子いろ又萱草
色ともいう」

銀煤竹
「銀煤竹、一
説に宗左(茶
道･千宗佐)所
好といふ」

鉄御納戸、常
用服に流行。
「染いろと織
色のたがひあ
り　又外にの
しめなんどの
一種なり」

藍墨茶、根津
権現の祭礼
の節、浅草で
男衆がけんか
をし、和解が
成立したしる
しとしてこの
色を染め、双
方揃いの着物
を着たことに
よる。

藤色
「ふぢいろ。あ
ゐふぢ、紅ぶ
ぢの二種あ
り、古名うす
いろといふ」
藤色と薄色を
同色と見てい
るが、薄色は
紫の淡色、藤
色に似てはい
るが、それよ
り淡く紅味。
藤色の本式
の染法は藍と
紅花。一般に
は蘇芳と鉄分
による代用
染。

百塩茶

寛政

光格

家斉



同上

朱桜、樺桜
「紅かば一名
紅かうじ　俗
に紅うこんと
云　又和名朱
（かば）さくらと
いふ　うす紅
の黄ばミたる
也」

枇杷茶
「びわ茶、俗
にかわらけい
ろといふ」

殿茶
「当世御めし
おなんどの。
うすいろなる
を殿茶といひ
出したる事。
殿のひびきよ
り御召のうら
ぎぬと。案を
つけたるまで
にて。べつに
しさいなし。も
つとも。一とう
通用の名には
あらず」

菖蒲色
「あやめ　あ
ゐがちたるを
桔梗といふ。
赤みがちたる
を菖蒲とい
ふ」

同上

水柿
「水がき、俗に
とき浅黄」
（「新古染色
考説附色
譜」）

藍媚茶・璃寛
茶
「藍こび茶一
名りくわん茶」

草柳色・梅幸
茶
「草柳当世通
名梅幸茶」

同上

鳶色・檜皮色
「とびいろ。古
名ひわだい
ろ」

鶸萌黄
「ひわもえぎ。
古名浅ミどり」

同上
洗柿
「あらひ柿、又
薄かうじと云」

濡羽色・青竹
色、
「ぬれは色。
或いは青竹色
ともいふ」

同上

利休茶
「利休茶。千
家に見るとこ
ろ当代通用の
色目に反す。
いづれが是か
非か」

寛政

光格

家斉



『手鑑模様節用・
婚礼本式衣服の
事』

黒紅
「若し略して白
を用ひざる時
は…地黒，地
あか，地白と
かさね用ゆべ
し。地黒はくろ
紅梅といふ色
にて，婦人第
一のはれと
す。…」

『反古染』
写・越智久為

納戸茶・千載
茶・煤竹、宝
暦の頃に流
行。

黒・黒鳶・黒
媚茶、享保の
頃に小袖に流
行。

1790
1791
1792
1793
1794

1795
『玉勝間』（～
1812刊）
本居宣長

浅黄
「古きものに
浅黄とある
は、黄色の浅
きをいへる
也。然るを後
に、浅葱色と
まがひて、浅
葱色のことを
も、浅黄と書く
から、古きも
のに浅黄とあ
るをも、誤りて
浅葱色と心得
られたる也」

1796

寛政

光格

家斉



1797 『染物秘伝』

伽羅煤竹・奇
楠煤竹
「きゃら燻竹
すかりやす
弐返。うるし
壱返。生かね
（鉄）壱返。後
石灰にて返
す」

「りきゅう染」
利休白茶の
染色、寛政の
初年頃から
か。

青袋鼠
「青袋鼠　も
み出し豆汁三
返。水ご弐
返。　但しもみ
出シに少し墨
を加へ。水色
の通り出来上
がるをさへ右
之返り。又方
下藍ニ而染懸
上ニ　うす鼠
豆汁ニテ　ヲ
サエ是もよ
し。」

1798
1799
1800

1801

◇花緑青、
シュバインフ
ルトで工業生
産。（19世紀
初め）
画家・塗装
家・染色家に
歓迎された。
有毒であるた
めに使われな
くなったが、色
名だけは残っ
た。別名シュ
バインフルト・
グリーン、パリ
ス・グリーン、
エメラルド・グ
リーン。

亜鉛華、鉛白
に代わって白
色顔料に使用
（19世紀～）

享和

寛政

光格

家斉



1802

『東海道中膝栗
毛』（～09・滑稽
本）
十返舎一九

弁柄色・紅殻
色
「べにがらい
ろのあかきい
とのいりたる、
たてじまのぬ
のこ」（2・上）

雀色
「おのづから
道急ぐ馬士唄
の竹にとまる
雀色時、やう
やう蒲原の宿
にいたる」

1803

1804

芝翫茶の流
行。（大坂の
歌舞伎役者
の三世中村
歌右衛門、文
化・文政～天
保、江戸・京・
大坂）

璃寛茶の流
行。（大坂の
歌舞伎役者
の嵐吉三郎、
文化・文政～
天保、京・大
坂）

岩井茶、半四
郎鹿の子、岩
井櫛、半四郎
小紋、岩井
香、岩井煎餅
などの流行。
（歌舞伎女
形・五世岩井
半四郎、文
化・文政、江
戸）

市紅茶の流
行。（歌舞伎
役者の市川
市紅、京・大
坂）

『我衣』
加藤曳尾庵

煤竹色
「宝暦五年の
此より、江戸
町々、男女、
煤竹色の小
袖はやる、羽
織も帷子、単
物、何れも煤
竹なり」

白茶、再び流
行。利休白茶
など。（文化・
文政）

鉄色、この頃
登場か。鉄御
納戸・鉄紺・
鉄鼠・鉄深川
など、暗い緑
色に用いる。

1805
1806
1807

享和

文化

光格

家斉



1808

路考茶、三世
瀬川菊之丞
の代も流行続
く。（江戸・京・
大坂）

1809
1810

1811 『染物重宝記』

百塩茶
「ようかん色と
いふハ、もも
しほ茶の事
也。」

金煤竹・黄枯
茶
「金煤竹とい
ふハ。黄から
茶の事」

1812

1813
『浮世風呂』
式亭三馬（1809
～1813）

黄色
「ちょいと黄色
なそそり節
は」

紅掛花色登
場。

1814
『傾城筑紫琴夫』
（歌舞伎）

芝翫茶
「正面に障子
三枚入てあ
る、上に芝翫
茶の暖簾」

1815
『七番日記』
（1763～1827）
小林一茶

渋茶
「柴の戸や
渋茶色なる
きりぎりす」

1816
1817

文化

仁孝

光格

家斉



1818

雌雄のラクダ
の見世物によ
り、上代既に
渡来していた
ラクダが一般
に知られる。
その色、のち
に駱駝色の名
に。

藍天鵞絨初
出（文政、京・
大坂）
天鵞絨も紺天
鵞絨も藍天鵞
絨もほとんど
同じ色。

1819
1820
1821

1822
『愚雑俎』
田宮仲宜

納戸茶
「絹局より藍
みる茶の絹
を、ある屋鋪
の納戸へおさ
めしに、年経
て出給へば、
いろそんじか
はりたるが、
えもいへぬお
もしろきいろな
りとて、納戸
茶となづけら
れしより、かく
流行せりと
ぜ」

墨染の染法。
奈良時代は
橡の実、平安
時代は椎柴
の鉄媒染、近
世では藍の下
染に檳榔子、
五倍子、鉄
漿。僧衣の墨
染は、紺の下
染に六、七返
の油煙墨の
引染め（消
染）。

藍海松茶
「今あいみる
茶といふもの
は、素みる茶
に藍をかけし
色なればなり
…」

1823
『法懸松成田利
剣・四立』（歌舞
伎）

木蘭色
「木蘭の法華
の袈裟、その
上に市見笠を
かざし」

文政
仁孝

家斉



1824
1825

1826
『薄様色目』
中村惟德

淡萌黄（色・
襲色目）・黄
「表・淡青，
裏・黄」

1827
1828
1829

1830
『嬉遊笑覧』（文
政13）
喜多村信節

樺染
「上に樺ぞめ
の龍門唐子
尽し」

元文の頃、藍
海松茶、檳榔
子、くり梅、木
賊色が流行

媚茶、江戸中
で流行。（天
保）

1831
『冨嶽三十六景』
（？）
葛飾北斎

のちの科学的
分析の結果、
輪郭線には藍
を、それ以外
の色版（いろ
はん）はすべ
て「ベロ」（プ
ルシアンブ
ルー）を用い
たことが判
明。

1832
1833
1834
1835

1836
『春告鳥』（～37・
戯作・人情本）
為永春水

御納戸色・媚
茶・鼠色
「御納戸と媚
茶と鼠色の染
分けにせし」

1837

天保

文政
仁孝

家斉

家慶



1838
『春色恋白浪』
（戯作・人情本）
為永春水

松葉色・御納
戸色
「衣装の袖口
は上着下着と
もに松葉色の
様なる御納戸
の繻子を付け
仕立も念を入
て申分なく」

紺・媚茶
「帯は古風な
本国織に紺博
多の独鈷なし
媚茶の二本
筋を・・・」

鼠色・黄枯茶
「鼠色の御召
縮緬に黄柄茶
の糸を以
て・・・」

1839
1840
1841

1842
『三省録』
志賀理斎

洗柿・本多柿
「本多柿、あら
ひ柿とも郡山
染ともいう中
ごろ本多内記
郡山に住居申
されしとき、多
く世上へそめ
出すゆえに郡
山そめという」

1843
『貞丈雑記』
伊勢貞丈

梅染・赤梅・
黒梅
「梅染　赤梅
黒梅　三品あ
り、梅やしぶ
にてざっと染
めたるは梅染
色。少数を染
めたるは赤梅
也。度々染て
黒みあるは黒
梅也。」
（山城梅染・
加賀黒梅染
が有名）

織色としての
檜皮色を、縦
糸は緑みの
青、横糸は赤
で織り上げた
物と記載。

陰萌黄・陰萌
葱
「かげもえぎと
云ふ染色旧
記にあり、今
とくさ色などと
云ふ類なるべ
し」

唐紅
（平安時代の
唐紅の「唐」に
ついて）「唐土
より渡りしと云
物にてはな
し。只紅のこ
き色にて黒み
あるほどをさ
して云也」

天保

仁孝

家慶



同上

深紅・真紅
「真紅と云は
まことの紅染
と云事也。あ
かねなどにて
紅染の似せ
物ある故ほん
の紅染を真紅
と云」

1844
1845
1846
1847
1848
1849
1850
1851
1852

1853 『染物早指南』

薩摩鼠
「薩摩鼠、か
や一遍水か
ね酸」

薩摩御納戸
「さつま御納
戸、下ぞめ空
色、かや鉄醤
酢」

深川御納戸
「深川御納
戸、かやの中
へやしやポッ
チリ水鉄醤等
分酸」
この頃の御納
戸系の色、藍
は用いず。

同上

花萌葱
「花萌葱かや
裏表三遍づつ
濃藍けし」

同上

鶸萌黄
「鶸萌黄　か
やこくにつめ
て，裏表二へ
んづつ　あい
けし」

天保

孝明

嘉永

家定

仁孝

弘化

家慶



『守貞漫稿』
（1837～53）
喜田川守貞

濃紫
「紫　真の濃
紫は黒の如く
也。～（略）～
古は濃紫一
位の袍色故に
禁色と云て免
許を得ざれば
他人は得着ざ
る也」
（17）

葡萄色
「古は葡萄色
をゑびいろと
訓ず、紫に近
き色也」

同上

京紫・江戸紫
「今世は京紫
を賞せず江戸
紫を賞す～
（略）～是今
云江戸紫者
青勝也、京紫
は赤勝にて」
（17）

1854
1855

1856

◇英国のウィ
リアム・ヘン
リー・パーキ
ン、世界初の
人造染料。
モーブ（銭葵・
アニリンパー
プル）

1857
『七偏人』（滑稽
本・1857～63）
梅亭金鵞

甕覗
「瓶覗か何か
の手拭を真深
に冠って」
（三・下）

1858
1859

安政

芝翫茶・璃寛茶・市紅茶・路考茶・梅幸茶
「又京坂ニテ芝翫茶　璃寛茶　市紅茶　江戸ノ路考茶　梅幸
茶等ハ　文化　文政　天保頃ノ　芝居俳優ノ名ニテ　当時行
レ婦女ノ用タル由ヲ聞ク」

家茂

孝明

嘉永

家定



1860
1861
1862

1863
葡萄鼠の流
行。（文久3
年）

1864
1865
1866
1867

著作権者：　岩崎純一

万延

明治
慶喜

文久

家茂

孝明

元治
慶応



西暦

全般 洗朱初出。
小豆色から濃
小豆・薄小豆
派生。

枯色・枯野、
俗に枯草色と
も呼ばれる。

若竹・老竹初
出。

明治中期よ
り、新来の化
学染料が使わ
れるようにな
り、着物の染
色にも鮮やか
な青色が使わ
れるように
なった。伝統
的な花柳界の
柳橋に対する
新興の新橋を
模した新橋色
も、その代
表。

化学染料によ
る藤色・藤鼠・
鳩羽色・鳩羽
鼠、婦人向け
和服の地色に
使用。

秋桜（メキシコ
原産）、普及。
色名として
は、紫味のピ
ンク色。

漆黒初出。乾
いても、普通
の黒い色料の
ように白くなら
ず、半永久的
な濡れ色の黒
を保つ。美し
い黒髪・瞳・闇
夜などの表現
に用いる。朱
漆・赤漆ととも
に、黒漆の漆
器も最上の色
とされる。

【明治中期頃よ
り、化学染料の
使用】

臙脂色、染色
名として初
出。

海老茶、女学
生の袴に流
行。
「海老茶式部」

明治中期、橙
色登場。一
時、英語の
orangeに対応
する色として
の扱い。その
後、「橙」の字
が教育漢字に
採用されなく
なり、橙系統
の日本語名と
してオレンジ
色と言うように
なった。

若草色・草色
初出。葉が葉
緑素を増す
と、若草色か
ら草色となる。
黄緑系統の総
称となる。

藍染めの標準
色、奈良時代
の「縹」、平安
時代の「中
縹」、江戸時
代の「花田」
「花色」「藍」
「中色」「薄勝
色」と変遷、明
治に「中藍
（ちゅうあい）」
と呼称。

紫紺・茄子紺
初出。

薔薇色初出。
西洋バラに基
づく。それまで
は「そうび」や
「しょうび」と読
んだ。薔薇
は、英語以外
の仏語・独語
などでは基本
的なピンクの
色名。

珊瑚色初出。
古くから女性
の黒髪にかざ
す簪や和服の
帯留めの装飾
品などに使
用。

枯葉色、
Feuille Morte
の訳語か。英
語には、
Autumn Leaf
と訳された。
伝統色の枯
色・枯野・朽葉
のいずれとも
異なる色。

女郎花色、檸
檬色と名を変
える。

利休鼠、明治
以降も流行。
『城ヶ島の雨』
「利休鼠の雨
が降る」　北
原白秋

紫檀色、
Rosewood又
はヘイツー
（中国）の訳語
か。高級家具
材に使用。

牡丹色、舶来
の化学染料に
よる彩度の高
い派手な色と
なって流行。

天皇 元号



赤銅色初出。

琥珀色初出。
文明開化と共
に西洋絵画の
影響などから
持て囃された
が、染めや顔
料では再現困
難で、琥珀そ
のものを顔料
とするには高
価だったた
め、瑪瑙（メノ
ウ）が代用品
となる。

蒲公英色初
出。外来種の
色。蒲公英
は、古来「鼓
草（つづみぐ
さ）」と呼ばれ
た。日本在来
種は花が白で
あったか。

菫色、染色名
として初出。
与謝野晶子ら
が星菫派と呼
ばれたよう
に、バイオレッ
トに近いハイ
カラな色として
流行。

古代紫初出。
「古代」と言う
も、実際は明
治以降に輸入
されたログ
ウッドの芯で
染めた、古代
にはない色。

退紅緋色初
出。のちの煉
瓦色。

退紅色と称さ
れたのは、伝
統の退紅では
なく、黄味の
オレンジ色。
明治・大正期
に流行。

藤紫流行。化
学染料の出現
により、古来
の染色より鮮
やかな色彩の
染色が可能と
なったため。
紫藤の別名
も、藤紫に統
一。明治文化
を代表する色
名。樋口一葉
や夏目漱石な
どの明治文学
のヒロイン、鏑
木清方・上村
松園などの美
人画のモデル
の着物の色に
多出。

石竹色初出。
蘇芳染。平安
時代に唐から
伝わった石竹
の花の色の
意。当時、石
竹を唐撫子、
日本在来種を
大和撫子（そ
の撫子色は紅
花染）と言っ
た。

橙色初出。
長春色初出。
old roseの訳
語か。



駱駝色の色
名、ラクダの
毛の織物とと
もに一般化。
Camelの訳語
か。

桃色、官能的
な連想と結び
付く。

小麦色初出。
wheatの訳語
か。近代文学
成立の中で、
日本人の肌が
ほどよく日焼
けした状態を
小麦色と形
容。

1868

◇独のグレー
べとリーベル
マン、アリザニ
ンの合成に成
功

1869
『能中富清御神
楽』（歌舞伎）
河竹黙阿弥

鳩羽鼠
「衣裳引抜き、
鳩羽鼠、好み
のこしらへに
なり」

1870
『西洋道中膝栗
毛』
総生寛

鶯茶
「服は仕方が
ねへ、矢張
（やっぱり）羅
紗だが、ヅボ
ンとチョッキ
は、がらのい
い縞を撰ん
で、マンテル
は鶯茶の極上
とくるんだ」

1871
1872
1873
1874
1875

明治



1876
1877
1878
1879

1880

◇独のアドル
フ・フォン・バ
イヤー、イン
ディゴ合成に
成功

1881
1882

1883
『歴世服飾考』
写・田中尚房

深緋
「深緋といふ
は緋の色甚だ
深くして黒くな
りたるをいふ。
たとへば桑の
実の、初めは
赤きが、後黒
となりたるが
如しといへり」

黄朽葉
「支子に茜もし
くは紅を交て、
〓《「欸」の
「ム」を「ヒ」に
置き換えた
字》冬或は黄
朽葉色を染め
たるなり、織
物にいえる、
経紅緯黄な
り」

『経国美談』
矢野龍渓

灰白色
「熟々主人の
容貌を視るに
七十許の高齢
にて頭髪鬢髭
共に灰白色に
して」

1884
1885
1886

1887
『浮雲』
二葉亭四迷

鴇色
「帯上はアレ
ハ時色縮緬、
統括めて云へ
ばまづ上品な
こしらへ」

1888



1889
1890
1891
1892
1893
1894

1895
紫紺鼠の流
行。（明治28・
29）

1896
『多情多根』
尾崎紅葉

紺
「お種は紺の
深張の日傘を
お鈴に渡しな
がら」

江戸紫
「襟は薄色の
金茶に白と江
戸紫で」

『今戸心中』
広津柳浪

藤紫
「藤紫のなま
この半掛」

1897
紫紺と牡丹色
の流行。（明
治30～36）

1898

1899
『不如帰』
徳富蘆花

草色
「草色の紐つ
けし小紋縮緬
の被布を着た
り」

1900
『思出の記』（～
01）
徳冨蘆花

黄・紅・紫・鳶
色
「秋が黄に紅
に紫に鳶色に
あらふる彩色
の限りを尽くし
た落葉木の」



1901
『みだれ髪』
与謝野晶子

臙脂色
「臙脂色は誰
にかたらむ血
のゆらぎ　春
のおもひのさ
かりの命」

『落梅集・七曜の
すさび』
島崎藤村

鳩羽色
「鹿の子模様
の鳩羽色なる
を来たり」

『思出の記』
徳富蘆花

鼠色
「不図空を仰
いで見ると、
鼠色の綿雲満
天に渦まき」

1902
『社会百面相』
内田魯庵

石竹色
「丸形の石竹
色のホールラ
ンプの下に睦
まじく食後の
茶を喫んでゐ
た」

1903
『別天地』
国木田独歩

蝦茶色
「蝦茶色の仏
蘭西織のカー
テン」（上3）

『魔風恋風』
小杉天外

海老茶色
「デートン色の
自転車に海老
茶色の袴、髪
は結流（ゆひ
なが）にして、
白いリボン清
く」



『春潮』
田山花袋

鶸茶
「池には漣、
庭には黄菊白
菊、その間を
悪魔の手と
なったかの令
嬢は、夜会に
束ねた髪に鶸
茶のリボンを
して」

1904 日露戦争

勝軍色、軍勝
色流行。武将
にとって縁起
の良い勝色に
由来。

1905
『青春』（～06）
小栗風葉

臼小豆
「白の匹田入
の薄小豆の帯
揚げを結び直
す」

牡丹色
「トルコ模様を
織出した牡丹
色の帯」

白緑
「ルネッサンス
式の厳めしい
煉瓦門は、白
緑色に塗られ
た鉄格子の扉
と、鉄鋲の一
面に鎧はれた
欅の扉とで二
重にハタと閉
ざされて」

1906
『葬列』
石川啄木

曙色・浅緑
「十八歳で姿
の好い女、曙
色か浅緑の簡
単な洋服を着
て」



『草枕』
夏目漱石

琥珀色
「朱泥の急須
から、緑を含
む琥珀色の玉
液を、2・3滴づ
つ茶碗のそこ
へしたたらす」

淡黄
「木蓮の色は
～（略）～極度
の白きをわざ
と避けて、あ
たたかみのあ
る淡黄に、奥
床しくも自らを
卑下して居
る」

『坊っちゃん』
夏目漱石

紅色
「此手拭が湯
に染まった上
へ、赤い縞が
流れ出したの
で一寸見ると
紅色に見え
る」

『野菊の墓』
伊藤左千夫

藤色
「頸のあたり
如何にも清げ
なる、藤色の
半襟や花染め
の襷（たすき）
や、それらが
悉く優美に眼
にとまった」

1907
『虞美人草』
夏目漱石

小豆色
「違棚の高岡
塗は沈んだ小
豆色に古木の
幹を青く盛り
上げて」

鴇色
「鴇色に銀の
雨を刺す針差
を裏に」

『婦系図』
泉鏡花

小豆色
「羽織は薄い
小豆色の縮緬
に」

菫色
「菫色の手巾
で口許を蔽う
て笑ったが」



『枯菊の影』
寺田寅彦

雌黄
「彩色と云って
も絵具は雌黄
に藍墨に代赭
よりしかな
かったが」

1908
『あめりか物語』
永井荷風

海老色
「敷物も壁も
黒みがかった
海老色を用
ひ」

1909
『半日』
森鴎外

鴇色
『寝起に蒼過
ぎた頬も　鴇
色に匂ってゐ
る』

『ヰタ・セクスアリ
ス』
森鴎外

水浅葱
「水浅葱の手
がらを掛けた
丸髷の鬢を両
手でいぢりな
がら」

『それから』
夏目漱石

黄金色
「代助は此大
涛の上に黄金
色の雲の峰を
一面に描かし
た」

『鶏』
森鴎外

柑子色
「大きな雄鶏
である。総身
の羽が赤褐色
で、頸に柑子
色の領巻が
あって、黒い
尾を長く垂れ
てゐる」



『宮沢賢治歌稿』

青竹色
「ホーゲーと
焼かれたるま
ま岩山は青竹
いろの夏とな
りけり」

『邪宗門』
北原白秋

若草色
「若草色の夕
あかり濡れに
ぞ濡るる」

『廃園』
三木露風

紫紺
「わが頭上に
懸る紫紺の
空」（夜）

『永日小品・行
列』
夏目漱石

消炭色
「胴中にただ
一葉、消炭色
の中に取り残
された緑が見
える」

『田舎教師』
田山花袋

灰色
「硝子戸は埃
に塗れて灰色
に汚くよごれ
て」

1910
『土』
長塚節

橙色
「強烈な光が
横に東の森の
喬木を錆びた
橙色に染め
て」



1911
『少年』
谷崎潤一郎

退紅緋色
「そのうしろに
西洋舘の退紅
緋色の煉瓦が
ちらちらと見え
て、いかにも
物持の住むら
しい、おくゆか
しい構えで
あった」

銀鼠
「こんもりした
邸内の植ゑこ
みの青葉の隙
から破風型の
日本館の瓦が
銀鼠色に輝
き」

『妄想』
森鴎外

橙黄色
「丁度わたり
一尺位に見え
る橙黄色の日
輪が、真向う
の水と空と接
した処から出
た」

『思ひ出』
北原白秋

樺色
「カステラの縁
の渋さよな、
褐色（カバイ
ロ）の渋さよ
な、粉のこぼ
れが眼につい
て、ほろほろと
泣かるる」

紺色・牡丹色
「紺色の可憐
な燕の雛が懐
かしさうに、牡
丹いろの頬を
ちらりと巣の
外に見せて」
（わが生ひた
ち）

著作権者：　岩崎純一



西暦

全般
臙脂色、大正
末期から昭和
初期に流行。

新橋色流行。
新橋の芸者
達の置屋は
今も銀座に名
前の残る金
春新道にあっ
たため、金春
色とも呼ん
だ。

竹久夢二、女
性の着物に
藤色多用。

長春色、訪問
着の色として
愛用される。

1912
『灰燼』
森鴎外

薄藍
「着てゐる半
纏も腹掛も紺
の色が悉く褪
めて陸軍の
囚徒の着る
着物のやうに
薄藍色になっ
て」

灰色
「灰色でない
日には、幾分
の快楽があっ
たと云っても
好い」

1913

◇天然イン
ディゴ、ほぼ
合成インディ
ゴにとって代
わられる。

『桐の花　秋思
五章・百舌の高
音』
北原白秋

紺
「百舌啼けば
紺の腹掛新し
きわかき大工
も涙流しぬ」

1914
第一次世界大
戦

二酸化チタ
ン、白を代表
する白色顔料
として普及。

天皇 元号

大正



『黒い眼と茶色
の目』
徳富蘆花

栗色
「敬二は寿代
さんの手ずれ
た此栗色の
背革オリーヴ
色のクロース
の表紙のつ
いた本を大切
にして」

大正3年の
秋、薄曙色の
流行。

1915
『硝子戸の中』
夏目漱石

緋
「高蒔絵に緋
の房の付い
た美しい文箱
を取り出して
来た事も」

1916
『明暗』
夏目漱石

漆黒
「けれども其
の一重瞼の
中に輝く瞳子
（ひとみ）は漆
黒であった」

1917
『戯作三昧』
芥川龍之介

朱色
「細い行の間
へべた一面
に朱を入れた
何枚かの原
稿を」

1918



1919
『蜜柑』
芥川龍之介

『或る女』
有島武郎

乳白
「天才が持つ
と称せられる
あの青色をさ
へ帯びた乳
白色の皮膚」

1920

帝国陸軍、被
服用茶褐布
の色相を帯
赤茶褐から帯
青茶褐に変
更。

『焚火』
志賀直哉

青磁色
「段々白い雲
の薄れて行
く、そして青磁
色の空の拡
がるのを眺め
て居ると」

蜜柑
 「暖な日の色に染まつてゐ
る蜜柑が凡そ五つ六つ、汽
車を見送つた子供たちの上
へばらばらと空から降つて来
た。私は思はず息を呑んだ。
（略）暮色を帯びた町はづれ
の踏切りと、小鳥のやうに声
を挙げた三人の子供たちと、
さうしてその上に乱落する鮮
な蜜柑の色と ー すべては
汽車の窓の外に、瞬く暇もな
く通り過ぎた。」
色名としての蜜柑色は、さら
に後か。



『畑の祭　「海
光・雨中光景」』

古代紫
「雨はふる、
ふる雨の霞
がくれに　ひ
とすぢの煙立
つ、誰が生活
（たつき）ぞ、
銀鼠にからみ
ゆく古代紫」

1921
『あらたま・暗緑
林』
斎藤茂吉

暗緑色
「さやぎつつ
鴉（からす）の
むれのかくろ
へる暗緑の
森をわれは
見て立つ」

『蓑虫と蜘蛛』
寺田寅彦

紫黒色
「取り出した
虫は～（略）
～紫黒色の
肌がはち切
れさうに肥っ
て居て」

1922

1923
『青銅の基督』
長与善郎

紺青
「隈なく晴れ
上がった紺青
の冬の空の
下に」



1924
『春と修羅』
宮沢賢治

鶸色
「それはひわ
いろのやはら
かな山のこっ
ちがはだ」

1925

著作権者：　岩崎純一



西暦

全般
合成色素アリ
ザニン（茜）

鬱金、利胆薬
や芳香性健胃
薬、カレー粉
や沢庵漬など
の食品添加物
に使用。

海老色・海老
茶の字が用い
られる。

1926

1927
『銀河鉄道の夜』
宮沢賢治

桔梗色
「美しい美しい
桔梗いろのが
らんとした空
の下を」

1928
1929

1930
『いきの構造』
九鬼周造

燻茶

1931
『色名總鑑』
和田三造

1932
1933

1934

陸軍省、陸軍
軍服の色を
「国防色」と命
名、被服統一
運動を開始。
古くは紺色の
上着を使用。

『山羊の歌』
中原中也

縹色・花田色
「小鳥らの　う
たはきこえず
空は今日　は
なだ色らし、倦
んじてし　人の
こころを　諌め
する　なにも
のもなし」

天皇 元号

昭和



1935
『大言海』
大槻文彦（1928没）

唐紅
（平安時代の
唐紅の「唐」に
ついて）「から
は赤の略で、
紅の鮮明なこ
とをいう」と記
載。

1936
1937

1938
『蛙・祈りの歌』
草野心平

苺色
「その頸は横
転逆転し切り
口の苺色がみ
えたり眼玉が
とびだしたり暗
くなったり」

『在りし日の歌』
中原中也

黄色・白
「黄色い　納
屋や、白の
倉、水車のみ
える　彼方ま
で、ながれ　な
がれて　ゆくな
るか」

1939

1940
大日本帝国国民服
令

陸軍軍服とと
もに、一般男
子の戦時常用
服として「国民
服」と呼ばれ
る国防色の上
下が指定され
た。

1941
1942



1943
『日本色名大鑑』
上村六郎

紺
「天然の藍
は、合成のイ
ンディゴと違
い、副生物と
して赤く染まる
染料を含むか
ら、原料によっ
てはかなり赤
味にも染まる」

1944

1945

紅絹（もみ）、
戦前まで女性
の和服長着の
胴裏に使われ
た。現在は、
薄い色の着物
では表に色が
出てしまうた
め、あまり用
いられない。

1946

八丈絹、戦後
に黄八丈と呼
ばれるように
なる。鳶色主
体の茶八丈、
黒主体の黒八
丈あり。

1947
『トカトントン』
太宰治

漆黒
「死なうと思ひ
ました。～
（略）～前方の
森がいやに
ひっそりして、
漆黒に見え
て」

1948



1949
『魔谷』
中山義秀

茄子紺
「女は髪を束
髪にして、茄
子紺の単衣
（ひとえ）をき
ていた」

1950
『遠乗会』
三島由紀夫

曙色
「いたいたしい
快活さとでも
謂へるもの
が、激しい運
動のあとでも
え立った頬の
曙いろに窺は
れた」

1951
1952
1953
1954

1955
『流れる』
幸田文

洗朱
「このごろ洗ひ
朱の松がはや
りましてな、朝
日の松といふ
ものですかな」

1956
『金閣寺』
三島由紀夫

群青色
「私はたびた
び保津川を窓
外に見た。そ
れは化学の実
験で使ふ硫酸
銅のやうな、く
どいほどの群
青いろをして
ゐた」

1957



1958
『芽むしり仔撃ち』
大江健三郎

乳白
「窓の外を見
た。濃い乳白
色の霧の厚い
層の向こう
に、しそかな
薔薇色の明る
みがあり」

1959

1960
『失われた時』
西脇順三郎

杏子色
「秋の日の夜
明けに　杏子
色の火炎があ
がる」

1961
1962
1963
1964
1965
1966

1967
『明治百年日本傳
統色』
日本流行色協会

明治二十八・
九年に紫紺鼠
が流行、三十
年～三十六年
に紫紺と牡丹
色が流行との
記述。

1968
1969

1970
『鳩を撃つ』
五木寛之

灰白色
「空は灰白色
に晴れてい
た」

1971
1972
1973
1974
1975
1976
1977
1978



1979
1980
1981
1982
1983
1984

1985

日本工業規格（JIS）
改定
「物体の色名」「クレ
ヨン及びパス類」

1986
1987
1988

1989

1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007

橙色とこの蜜柑色が別々に取
り上げられる。蜜柑色の方が
やや黄味の強いオレンジ色

平成今上陛下



2008

琥珀、美しい
色のウイス
キーなどの形
容。

鬱金、利胆薬
や芳香性健胃
薬、カレー粉
や沢庵漬など
の食品添加物
として使用。

マラカイト・グ
リーン（青竹）

合成インディ
ゴ（藍色）

紫紺、荘重さ
から優勝旗の
色に使用。

ピンク、本来
ナデシコ科の
植物の総称。
撫子・石竹・
カーネーション
などの花の色
を言う。今日
では明るく薄
い赤色系統の
総称の基本的
色名として用
いられる。

二酸化チタ
ン、化粧品・食
品添加物に使
用。

小麦色、日焼
けした健康な
肌の色を形
容。翻訳語
か。

鶸茶・鶸萌
黄、和装に使
用続く。

紫色は平安時
代にも好まれ
たが、現代の
紫色の流行は
明治以降の化
学染料による
藤色や菫色の
流行を経過し
たことによるも
の。藤紫系統
の色も、現代
では単に紫と
言う。

石墨（黒鉛）、
主に筆記用と
して鉛筆の芯
に使用。

橙色、ほとん
どオレンジ色
に取って代わ
られる。

丼鼠、日本人
の背広の色に
象徴的に使用
される。

肌色、奈良時
代の宍色や江
戸時代の肉色
に比べて理想
化された明る
い色となった。

著作権者：　岩崎純一


